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かるた・たこ揚げ・初詣で。お正月には日本ならでは

の行事などがたくさんあります。

南小学校では、書き初め選手の児童らに加わってＡＬ

Ｔのジェシカ先生が、はじめて書き初めに挑戦しました。

足袋から結い髪まで、すっかり和装した先生は「Ａｍａｚ

ｉｎｇ！（とってもうれしい）」と興奮した様子にもかか

わらず、見事な筆さばきを披露。参加した子供たちと一

緒に思いを込めて書き上げた作品を見せ合いました。
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新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
希
望
に
満
ち
た
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、

心
か
ら
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
は
旧
南
河
原
村
と
の
合
併
に
よ
り
、
新
た
な
行
田
市
が
ス
タ
ー
ト
し
た
記
念
す
べ
き
年
で
あ
り
ま
し
た
。
合
併

後
１
年
が
経
過
し
ま
し
た
が
、
お
蔭
を
も
ち
ま
し
て
本
市
の
事
務
事
業
は
順
調
に
推
移
し
て
お
り
ま
す
。

行
田
市
で
は
、「
水
と
緑
個
性
あ
ふ
れ
る
文
化
都
市
」
を
将
来
像
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す

が
、
他
市
に
先
が
け
て
実
施
し
ま
し
た
小
・
中
学
校
に
お
け
る
少
人
数
学
級
や
小
学
校
に
お
け
る
英
語
教
育
の
導
入
、
支
給
対

象
を
大
幅
に
拡
大
し
た
子
ど
も
医
療
費
支
給
事
業
や
24
時
間
対
応
の
児
童
・
高
齢
者
・
障
害
者
虐
待
防
止
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
の
取

り
組
み
、
さ
ら
に
は
長
野
工
業
団
地
の
全
区
画
売
却
に
よ
る
企
業
誘
致
や
、
１
２
０
を
超
え
る
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
が
発
足
し

た
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
成
果
を
上
げ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
間
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

に
対
し
、
心
か
ら
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
さ
に
21
世
紀
は
地
方
の
時
代
で
あ
り
ま
す
。
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
活
力
あ
る
社
会
、
ま
た
、
男
性
と
女
性
が
と
も
に

い
き
い
き
と
活
躍
で
き
る
社
会
の
実
現
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
本
年
４
月
に
は
、
佐
間
地
区
に
「
行
田
市
男
女
共
同
参
画

推
進
セ
ン
タ
ー
・
Ｖ
Ｉ
ビ

Ｖ
Ａ
バ

ぎ
ょ
う
だ
」
が
オ
ー
プ
ン
す
る
予
定
で
あ
り
ま
す
が
、
男
女
の
区
別
な
く
市
民
一
人
ひ
と
り
が
活

躍
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
、
子
育
て
し
や
す
く
将
来
に
夢
と
希
望
を
持
て
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

ま
た
、
前
例
踏
襲
を
打
破
し
、
対
話
と
ス
ピ
ー
ド
の
行
政
に
努
め
る
と
と
も
に
、
行
政
改
革
の
た
め
の
集
中
改
革
プ
ラ
ン
を

着
実
に
実
行
し
、
本
市
の
文
化
都
市
と
し
て
の
特
性
を
活
か
し
、
活
力
に
満
ち
た
元
気
溢
れ
る
行
田
市
を
実
現
し
て
ま
い
り
た

い
と
存
じ
ま
す
。
埼
玉
古
墳
群
の
世
界
遺
産
登
録
へ
の
取
り
組
み
に
関
し
ま
し
て
も
、
夢
を
大
き
く
持
ち
な
が
ら
、
前
提
と
な

る
国
の
特
別
史
跡
の
指
定
を
目
指
し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

本
年
も
、
市
政
運
営
へ
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多

幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
夢
と
希
望
に
満
ち
た
平
成
19
年
の
新
春
を
健
や
か
に
迎
ら
れ
ま
し
た
こ
と
と
、
行
田
市
議
会
を
代
表

し
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

旧
年
中
は
、
市
議
会
の
諸
活
動
に
対
し
、
深
い
ご
理
解
と
温
か
い
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
、
心
か
ら
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
１
月
１
日
に
、
旧
南
河
原
村
と
歴
史
的
な
合
併
を
し
、
新
生
「
行
田
市
」
と
し
て
新
た
な
船
出
を
い
た
し
ま
し
た
。

日
々
の
く
ら
し
が
人
の
歴
史
を
つ
く
る
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
の
積
み
重
ね
が
、
ま
た
新
し
い
地
域
の
歴
史
を
つ

く
り
出
し
て
い
き
ま
す
。
今
ま
さ
に
そ
の
新
し
い
１
年
が
無
事
経
過
し
た
こ
と
に
対
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
深
く
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
日
本
経
済
は
企
業
収
益
が
改
善
さ
れ
、
設
備
投
資
や
個
人
消
費
が
増
加
し
、
緩
や
か
に
回
復
し
て
い
る
と
い
わ
れ
ま

す
が
、
地
方
で
は
そ
の
力
強
い
息
吹
を
ま
だ
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
中
、
今
、
地
方
行
政
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
地
方
分
権
の
進
展
に
よ
る
地
方
行
政
の
責
任
分
野
の
増
大
、
国
･

地
方
の
厳
し
い
財
政
状
況
下
に
対
応
す
る
行
財
政
改
革
の
必
要
性
、
ま
た
少
子
・
高
齢
社
会
や
地
球
規
模
で
の
環
境
問
題
な
ど
、

市
民
生
活
に
直
結
し
た
課
題
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
ら
諸
問
題
を
少
し
で
も
早
く
的
確
に
解
決
で
き
る
よ
う
、
市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
今
ま
で
以
上
に
多
く
の
情
報
網

を
集
結
し
、
そ
の
役
割
を
果
た
す
べ
く
活
発
な
議
会
活
動
を
推
進
し
て
市
民
の
皆
様
の
多
様
化
し
た
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
よ
う
、

日
々
研
鑚
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ど
う
か
、
本
年
も
引
き
続
き
、
よ
り
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
本
年

が
市
民
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
素
晴
ら
し
い
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
お
祈
り
い
た
し
ま
し
て
、
年
頭
の
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。
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新成人の抱負

２０歳という年齢は、社会的には大人と認められる一
方で、実際にはまだまだ未熟で両親やまわりの大人の助
けも必要としてしまう、大人とも子供ともつかない難し
い年ごろであると私は思います。２０歳になる、あるいは
大人になるからといって急に自立しようとか、両親には
頼らないようにしようとか、そんなことは考えなくても
よいと思います。もちろん責任ある大人としての立場を
自覚することも大事ですが、本当に大切なことは、今ま
で育ててくれたことへの感謝の気持ちと、これからもい
ろいろとお世話になると思いますがよろしくお願いしま
すという２つのことを両親、あるいはお世話になった人
に伝えることではないでしょうか。
このようなことを素直に伝えるのはとても難しいこと

ですが、成人式という特別な日を機に、伝えられたらい
いと思います。それと同時に、社会のマナーや礼儀をわ
きまえ、思いやりを持った大人になれるように、日々努
力していきたいとも思っています。

新成人の抱負

星野直樹さん(前谷）

平成１９年
行田市新成人を祝う会

実行委員会

実行委員長

私たちは今年成人式を迎え、正式に大人の仲間入りを
しました。これからは飲酒、たばこ、結婚、携帯電話の
名義変更まですべて自分の判断のみで選択していくこと
ができます。私たちの中には、すでに社会で働いている
人、学校で学んでいる人など、たくさんの人がいて、さ
まざまな道を歩んでいます。私も多くの同級生と同じく、
自分の将来を見据え、また時に自分を見失っています。
先日恩師から興味深いお話を伺いました。私たちは皆

人生の中で「自分探し」をしています。現実の生活に、
そして自分に物足りなさを感じ、本当の自分はどこだろ
うと考えたことがある人も少なくないと思います。しか
し、本当にすべきことは「自分探し」ではなく「自分磨
き」なのだそうです。リアルの自分はここにいる、確か
に存在しているのだから探す必要はなく、自分自身を磨
くことこそが必要なのだそうです。
人生８０年といわれる今日、２０歳を迎えた我々は人生

のスタートラインに立ったに過ぎません。現実を見失わ
ず、自分を磨き続けていける人間でありたいと思います。

若松陽子さん(忍)

平成１９年
行田市新成人を祝う会

実行委員会

副実行委員長

市内の公共施設などを見学して、市政への理解
と認識を深めてもらう「市内施設めぐり」を次の
日程で実施します。普段なかなか見学する機会の
ない施設を一度見学してみませんか。

日時 ２月２８日（水）午前９時３０分～午後４時　
見学場所 学校給食センター「ひまわり」、古代蓮会
館、埼玉県行田浄水場、総合福祉会館「やすらぎの里」
対象 市内在住の方　
定員 ３０人（定員を超えた場合は抽選により決
定します）
締め切り １月３１日（水）※抽選の場合は、２月
１日（木）午後２時から、市役所２０３会議室にて
公開抽選を行います。
その他 昼食は古代蓮の里うどん店を利用しま
す。費用は各自負担となります。参加決定した方
には後日、当日の予定表などを郵送します。
申し込み 電話で受け付け（１回１グループに
つき３人まで）
問い合わせ 広報広聴課広報広聴担当（内線３１８）

市では、市民の皆さんと市長が気軽に親しく話し合

う「コーヒーブレークミーティング」を行っています。

２月のテーマは「合併を振り返って」です。

市民の皆さんの声を市政に反映させるため、一人で

も多くの方の申し込みをお待ちしています。

日時 ２月１７日（土）午前９時３０分～１１時

場所 南河原支所会議室

応募資格 市内在住の方　

定員 ８人（申し込み者多数の場合は選考）

申し込み方法 1月２４日（水）までに、はがきに住

所･氏名･年齢･職業･電話番号のほか、テーマに関する

意見など（アイデアや感じたことでも可）を記入して

〒３６１ー８６０１　行田市本丸２番５号

行田市役所広報広聴課「コーヒーブレークミーティン

グ」担当まで

問い合わせ 広報広聴課広報広聴担当（内線３１８）

第３回市内施設見学 気軽にご参加ください

「コーヒーブレークミーティング」
第３３回を開催
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元獣医師という経歴を持つ異色の落語家、林家卯三郎さんをお迎
えします。
動物とおしゃべりができるという林家さんの、体験談を交えた楽

しい落語とお話をぜひお楽しみください。

日時 ２月３日（土）午後１時３０分開場　午後２時開演　 場
所 商工センターホール　 講演 「男と女　助け合い　分かち合
い」 講師 林家卯三郎さん（落語家） 定員 ３００人（先着順）
入場無料 ※入場整理券を１月１０日（水）午前９時から企画政
策課、南河原支所、公民館、地域文化センターで配布します。 そ
の他 市内の団体やサークルによるワー
クショップ（活動報告展）を同時開催し
ます。また、手話通訳、ひととき保育
（２歳以上の未就学児の保育・無料）を行
います。ひととき保育を希望される方は、
１月２６日（金）までに企画政策課男女共
同参画担当へ申し込みください。（当日の
申し込みは不可） 問い合わせ 企画政
策課男女共同参画担当（内線３１２）

ぎょうだ男女共同参画セミナー２００７で
は、講演会と同時に団体やサークルによる
ワークショップ（活動報告展）を開催しま
す。日ごろの活動の様子や成果を、多くの
市民の皆さんに紹介してみませんか。

日時 ２月３日（土）午後１時～３時３０
分　 場所 商工センターパブリックホール
展示スペース パネル２枚とテーブル１台
応募資格 市内在住または在勤の方を中心
に構成した団体であること。 募集団体数
６団体（先着順） 応募方法　１月１９日
（金）までに、簡単な活動内容、団体名、代
表者の住所、氏名、電話番号を明記のうえ、
企画政策課男女共同参画担当（〒３６１―８
６０１ 行田市本丸２―５）へお送りいただく
か、持参してください。 問い合わせ 企画
政策課男女共同参画担当（内線３１２）

ワークショップ
参加団体募集

林家卯三郎さん

新コースにて第２３回行田市鉄剣マラソン大会が開催されます。また、スペシャルゲストに谷川真理さんをお迎えするほか、さ
まざまな企画を用意し、皆さんの参加をお待ちしています。

日時 ４月１日（日）雨天決行　○受付 午前７時～８時　○開会式 午前８時～
場所 古代蓮の里～さきたま古墳公園を含む周回コース（１.３km、ジョギングの部は古代蓮の里内）
種目・スタート時間・制限時間

参加費 一般３,０００円、高校生１,５００円、中学生５００円、小学生およびジョギングの部３００円
表彰 各部門１位～１０位　賞状、賞品（ジョギングの部を除く）※完走者には、完走記録証が即日発行されます。
申し込み 所定の用紙に記入のうえ、２月２８日（水）までに大会実行委員会事務局（産業文化会館３階・スポーツ振興課内）へ。
※大会当日の参加申し込み不可。参加申し込み者には、３月下旬に参加通知のはがきを郵送しますので、当日、受け付けの際に
必ず持参し、ナンバーカードと引き換えてください。受け付けをしないと、大会に参加することができません。駐車場はコース
内となるため、午前８時３０分以降の入場ができなくなりますので、ご注意ください。
詳しくは同大会ホームページ（http://www.city.gyoda.lg.jp/sports/tekken/index.html）をご覧ください。
問い合わせ スポーツ振興課 ５５６－８３３６

※年齢は平成１９年４月１日現在。小・中・高校生はそれぞれ進級学年とする。（例）小学６年生で卒業式を終えた生徒は中学１年生とする。

１.３km

ハーフ

ー

２時間３０分

午前８時３０分～

午前９時

男子小学４年生の部

女子小学４年生の部

男子小学５年生の部

女子小学５年生の部

男子小学６年生の部

女子小学６年生の部

男子３９歳以下の部（高校生含む）

男子４０歳代の部

男子５０歳以上の部

女子３９歳以下の部（高校生含む）

女子４０歳以上の部

ジョギングの部（大人から子ども

までどなたでも参加できます）

制限時間スタート時間種　　　目

５km

１０km

３km

４０分午前９時１０分

１時間３０分午前１０時

ー午前１０時５分

男子３９歳以下の部（中・高校生含む）

男子４０歳以上の部

女子３９歳以下の部（中・高校生含む）

女子４０歳以上の部

男子３９歳以下の部

男子高校生の部

男子４０歳代の部

男子５０歳代の部

男子６０歳以上の部

女子３９歳以下の部

女子４０歳以上の部

男子中学生

女子中学生
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県・市・民間の関係者で組織する「世界遺産登録推進協議会」
では、さきたま古墳群の世界遺産登録に向け、運動方針を協議し
ながら推進しています。この運動方針を展開していくことにより、
市のまちづくりや商業観光振興などにも大きく寄与することが期
待されています。
今回の講演会は、日本における東アジア考古学研究および世界

遺産学研究の第一人者による講演です。ぜひご参加ください。

【第１回】 日時 ２月１７日（土）午後１時３０分～　 テーマ
「東アジアの古墳文化とさきたま古墳群」 講師 高久健二さん
（埼玉大学助教授）

【第２回】 日時 ３月３日（土）午後１時３０分～　 テーマ
「世界遺産の現状と課題」 講師 古田陽久さん（世界遺産総合
研究所所長）

定員 各１００人（先着順） 場所 郷土博物館講座室　 入場
無料 申し込み・問い合わせ 文化財保護課 ５５３―３５８１

世界遺産講演会世界遺産講演会
みんなでストレッチや体操で体を動かしたり、

作品づくりを楽しみませんか。
日時 【梅コース】２月６日・２０日、３月６日
・２０日　【桃コース】２月１３日・２７日、３月　
１３日・２７日　各火曜日の午前１０時～１１時
３０分　
場所 総合福祉会館「やすらぎの里」
対象 ６５歳以上で要介護認定を受けていない
方。ただし、平成１８年１２月～平成１９年１月
コースに参加された方は参加できません。
定員 各コース２０人（先着順）
費用　送迎をご利用の方は２７０円（往復）です。
※別途教材費などがかかる場合
もあります。
申し込み・問い合わせ １月２２
日（月）～２６日（金）に高齢者福
祉課９番窓口へ（内線２２５）

高澤家（長野３―５―４１）の主屋、離れ、土蔵、納屋、長屋門の５棟の建物が、平成１８年１２月８日に開催され

た国の文化審議会で、国の登録文化財（建造物）に登録するよう文部科学大臣に答申されました。市内で国登録有

形文化財に登録される建物はこれが３例目となります。高澤家では、主屋と納屋のギャラリー部分を４月～11月の

土・日曜日に、事前電話予約制（ ５５６―１７７４）で公開する予定です。

名称 高澤家住宅主屋　 員数 １棟　 構造・形式および
大きさ 木造２階建、切妻造、桟瓦葺、建築面積３０３
年代 江戸時代末期、明治時代・昭和時代増築　 登録基準
造形の規範となっているもの　
文化財の概要 平成１７年度に行田市「浮き城のまち景観賞」
を受賞した建物です。高澤家は江戸時代初期から続く豪農で、
明治時代末～昭和初期の当主高澤俊徳氏は長野村村長、埼玉
県議会議長を務めました。この主屋は、北関東における江戸
時代末の豪農の様相が伺える典型的な養蚕農家住宅として、
歴史的価値が高い建物です。現在は、染色工芸と陶芸の教
室・ギャラリー兼住宅として使用されています。

名称 高澤家住宅離れ　 員数 １棟　 構造・形式および
大きさ 木造平屋建、桟瓦形の鉄板葺、建築面積１２６
年代 明治３０年（１８９７年）ごろ　 登録基準 国土の歴
史的景観に寄与しているもの
文化財の概要 主屋の北西に続く離れです。奉公人の増加に
より主人用に増築された建物です。現在は染色工芸・陶芸の
アトリエとして使用されています。

名称 高澤家住宅土蔵　 員数 １棟　 構造・形式および
大きさ 土蔵造平屋建、切妻造、鉄板葺、建築面積３７
年代 江戸時代後期　 登録基準 国土の歴史的景観に寄与し
ているもの　
文化財の概要 主屋の北西に位置する土蔵です。正面に桟瓦
葺の下屋を持つ全体的に簡素な造りになっています。東側に
木造の蔵が付随しています。

名称 高澤家住宅
納屋　 員数 １棟
構造・形式および
大きさ 木造２階建、
平入りの切妻造、桟
瓦葺、建築面積５５
年代 明治３年（１
８７１年）ごろ　 登
録基準 国土の歴史
的景観に寄与してい
るもの　
文化財の概要 敷地の東側に位置する養蚕農家の納屋で
す。外壁は柱が見える真壁造で、南面と東面に換気用の高窓
をもつ養蚕農家らしい特徴ある外観をした建物です。現在は、
染色工芸・陶芸のアトリエ兼ギャラリーとして使用されてい
ます。

名称 高澤家住宅長屋門　 員数 １棟　 構造・形式およ
び大きさ 切妻造、桟瓦葺　 年代 安政６年（１８５９年）/昭
和５０年ごろ改築　 登録基準 国土の歴史的景観に寄与して
いるもの　
文化財の概要 敷地の南側に位置する長屋門です。棟札から
安政６年に建てられたことが判明しています。門の両側の物
置部分は残念ながら火災に遭い改築されていますが、中央の
門は建築当時のもので、往時の豪壮な門構えがうかがえます。

問い合わせ 文化財保護課 ５５３―３５８１

国登録有形文化財になった高澤家住宅



市の保護司である

松本正明氏（皿尾）

が、永年にわたる保

護司としての功績が

たたえられ、１１月

８日に秩父宮記念市

民会館で開催された

「第５３回埼玉県更

生保護大会」におい

て法務大臣表彰を受

賞しました。

氏は、近年の犯罪

や非行の低年齢化に伴い、小学校にも拡大する児

童生徒の問題行動根絶を図るための諸活動を展開

し、「社会を明るくする運動」をはじめ保護司の

自主研修会や防犯活動への積極的な参加、地域の

ネットワークを生かした効果的な犯罪予防活動に

力を注いできました。また、教職員、宗教家とし

ての要職を持ちながら昭和６０年から２１年間と

いう長い間、罪を犯した人や非行少年などの保護

観察および更生保護に関する啓発などに尽力され

ました。

問い合わせ 福祉課社会福祉担当（内線２６７）
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平成１８年１２月定例市議会の議決をもって長野工

業団地の最後の区画が本契約となり、工業用地は完

売となりました。商業系・住宅系用地は、引き続き

分譲中です。

長野工業団地は市の産業の振興と雇用の促進を図

ることを目的として、土地区画整理事業により平成

７年度から整備に着手し、平成９年度から分譲を開

始しましたが、当時は予期しない日本経済の低迷期

に入ったこともあり、厳しい状況が続きました。

そのような中、市では企業が進出しやすい環境を

整えるため、分譲対象業種の拡大や時価に基づく価

格を設定、さらには「行田市長野工業団地企業誘致

促進条例」を制定し、進出企業に対する優遇措置を

講ずるなど分譲の推進に努めてきました。

このような取り組みが実を結び、長野工業団地の

工業用地全９区画、約１４haが完売となりました。

このことにより、本市経済がますます発展するもの

と期待されます。なお、商業系・住宅系用地１３１.８

～２,３５７.０ の１３区画は、引き続き分譲してい

ます。

これまでお寄せいただいた市民の皆さんの温かい

ご支援、ご協力に深く感謝申し上げます。

問い合わせ 商工観光課振興係（内線３８４）

長野工業団地（工業用地）が完売しました

日時 ２月１日（木）～２８日（水）の土・日曜

日・祝日を除く午前９時３０分～１１時３０分お

よび午後１時３０分～４時

場所 市役所地下Ｂ９会議室

業務 物品（建設資材を含む）の納入、建築物

管理等の委託

申請書の配布 申請に係る手引き、申請書（行

田市独自）は、市ホームページからダウンロー

ドできます。なお、契約検査課窓口での配布は、

１月９日（火）からとなります。

問い合わせ 契約検査課（内線２１３・２１４）

松本　正明氏
（皿尾）

１２月１日、行田地区にお住まいの関口晋一さん

から福祉増進のためにと５００万円の寄附の申し出が

あり、横田市長へ寄附申込書が手渡されました。

市では寄附されたお金を福祉向上のため有効に使

わせていただこうと考えています。ありがとうござ

いました。

福祉のためにと５００万円を寄附福祉のためにと５００万円を寄附

横田市長に寄付申込書を渡す関口さん

平成１９・２０年度　
行田市物品等の指名競争入札
参加資格審査申請書の受け付け
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小・中学生の就学に必要な

諸経費の一部について援助し

ます。

対象 生活保護法の適用を

受けている方、またはそれ

に準じる程度に困窮してい

ると認められる方

援助の範囲 就学に必要な

学用品費、学校給食費、医

療費、修学旅行費など

相談・申請・問い合わせ

各学校または教育総務課財

務施設係 ５５６―８３１１

市では、市内で教育振興に沿った活動を

行っている個人や団体の皆さんを対象にし

た奨励金を交付しています。

対象

①学校教育関係（学校教育の向上について

調査・研究する場合）

②社会教育・社会体育関係（青少年の健全育

成事業や体育文化の振興のための指導者養

成、後継者養成のための事業など）

交付限度額

①学校教育関係

個人の場合 ５万円

団体の場合　１０万円

②社会教育・社会体育関係

個人の場合 ５万円

団体の場合　２０万円

申し込み・問い合わせ ２月１日（木）～１９

日（月）に教育総務課庶務係へ ５５６―８３１１

市では、修学の意欲があるのに経済的

な理由で修学が困難な方に対し、学資金

の一部を奨学資金として給与します。

申請期間 ４月３日（火）～２５日（水）

受給資格

①市内に６カ月以上居住し、高校および

高等専門学校に在学していること

②他の奨学資金の給与を受けていない

こと

給与金額 月額１万円

願書に添付する書類

①在学証明書

②同一生計者の所得証明書

③住民票謄本

その他 受給者は、奨学生選考委員会

において選考します。

申し込み・問い合わせ 教育総務課庶

務係 ５５６―８３１１

小・中学校就学援助費 教育振興奨励金 奨学資金

市では、高校・大学などへ入

学を希望する方の保護者に対し

て、経済的負担の軽減を図るた

め、入学準備金の貸し付けを行

っています。

申請期間 ２月１日（木）～２０

日（火）

対象 市内に６カ月以上居住

し、市税を完納している方　

貸付金額

①大学、短大および専門課程を

置く専修学校の場合　３０万円

②高校、高専および高等課程を

置く専修学校の場合　２０万円

申請に添付する書類

①在学または出身学校長が大

学・高校などの長に提出する

調査書の写し

②家庭調書

③住民票謄本

貸付決定後に提出する書類

①借用書（保証人が必要）

②入学許可書

返還方法

３カ月を据え置き、大学につい

ては５０カ月以内、高校について

は３５カ月以内で毎月の分割払い。

申し込み・問い合わせ 教育総

務課庶務係 ５５６―８３１１

市では小・中学校の通学区域について規則で定めていますが、下記に該当するときは、

保護者の申し立てにより、指定した就学校を変更することができる場合があります。

区域外就学（指定学校変更）許可基準

入学準備金貸付制度小・中学校の指定学校変更について

指定学校を変更することができる場合の手続き

平成１９年度に入学する方については、保護者から就学すべき学校の変更願を２月

９日（金）までに教育総務課へ提出してください。教育委員会による審査後、変更承

諾書を交付します。（その他の方については、随時受け付けます）

相談・申請・問い合わせ 教育総務課庶務係 ５５６―８３１１

No. 願出の種類 該当学年 許可基準 許可期限 添付書類

①

②

最終学年
小学６年生
中学３年生

最終学年途中で転居・転出し、通学上
および指導上支障がない場合。

卒業まで ー

⑧ 地域的事情 全学年
教育委員会が、指定校の変更を認めて
いる地域。（許容地域）

卒業するまで ー

⑨ その他 全学年 ①～⑧以外で、特別の事情がある場合。 適切と判断する期間
その都度必要と
する書類

学期途中
小学１～５年生
中学１～２年生

学期途中で転居・転出し、通学上およ
び指導上支障がない場合。

学期末まで ー

④
両親共働き
等留守家庭

小学校全学年
保護者が共働きなどにより留守になる
家庭で、祖父母などの家から就学する
場合、その通学区域。

事由の存する期間
勤務証明書
営業証明書

⑤
身体的および
精神的理由

全学年
身体的理由で、通学途中の安全確保のた
め、指定通学区域外の学校に就学する場合。
登校拒否が客観的に予想される場合。

事由の存する期間
医師の証明書　
学校長の意見書

⑥
家庭の事情によ
り、住所異動が
できない方

全学年
市内に居住していることが証明された
場合、通学区域内の学校へ就学。

住民登録が
行われるまで

賃貸契約書
居住証明書
（民生児童委員等）

⑦
特別支援学級
に入級する方

全学年
就学指定校に該当する特別支援学級が
ない場合。

就学指定校に該当す
る特別支援学級が設
置されるまでの期間

ー

③
住宅新築
および
転居予定

全学年

家屋登記、住宅ローンなどの融資手続
のため住民票のみ異動した場合。
自宅の新築およびマンション・アパー
トの入居などによる転入、転居予定が
あり通学に支障がない場合。

入居予定日まで

建築確認書
工事請負契約書
売買契約書
賃貸契約書
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日本郵政公社は、南河原地区で簡易郵便局を受託していただける

方を募集しています。

問い合わせ 行田郵便局 ５５６―２８１１

児童手当を受けている方には、さまざま

な届け出の義務があります。届け出の遅れ

により本来支給されない手当を受給された

場合、その分をお返しいただくことになり

ますのでご注意ください。

○次のようなときは届け出が必要です
・他の市町村に住所が変わるとき
・新たにお子さんが増えたときや減ったとき
・お子さんと別居するとき
・受給者が公務員になったとき
・支払金融機関を変更するとき
・手当を受ける資格がなくなったとき

（下記をご覧ください）

○次のようなときは届け出が必要な場合があ
りますのでご連絡ください
・受給者が厚生年金を脱退したとき
・修正申告などによって、受給者の所得が変
更されたとき

問い合わせ 子育て支援課子育て支援担当

（内線２６２）

簡易郵便局受託者募集

児童手当を受けている皆さんへ

２月１日から、浮き城のまち・子育てジョイ事業がスタートしま

す。この事業は、店舗･企業の皆さんのご協力をいただき、地域の

子育て家庭を応援するものです。

事業の内容 小学校修了前までの子どもを連れた家族が協賛ステ

ッカーを掲げる協賛店舗・協賛施設を利用したときに、その店

舗・施設ごとに特典を提供していただく事業です。（例…日や対

象を限定した割引やポイントの割り増し、優待券の配布、飲み物

１杯無料サービス、入場料の割引、子ども連れ優先席、キッズコ

ーナーの設置など）

協賛店舗・協賛施設の要件 サービスを提供し、協賛店舗・協賛

施設として登録の申し込みができる市内に事業所がある法人や個

人商店などです。

協賛店舗・協賛施設のメリット　協賛店舗・協賛施設として、ス

テッカーを配布するほか、市ホームページなどで周知しますので、

子育て支援の協力店としてのＰＲができます。

登録方法　協賛申込書を子育て支援課まで郵送、ＦＡＸ、Ｅメール

のいずれかの方法でお送りいただくか、ご持参ください。協賛申込

書は、子育て支援課、南河原支所および行田商工会議所に備えてあ

ります。また、市ホームページからもダウンロードできます。

問い合わせ 子育て支援課子育て支援担当（内線２６２）

「浮き城のまち・子育てジョイ事業」
協賛店舗・企業を募集します

対象 共働きなどによる留守家庭で、市立の小学校に通う１年生から３年生

までの児童

入室期間 平成１９年４月1日～平成２０年３月３１日

募集人員

平成１９年度 学童保育室の入室児童募集
申請書配布
【公設】１月２２日（月）～３１日（水）

子育て支援課６番窓口（月～金：午前
８時３０分～午後５時１５分、日：午前
８時３０分～正午）
南河原支所（月～金：午前８時３０分
～午後５時１５分）
各学童保育室（月～金：午後２時～
７時）

【民設】１月２２日（月）から各学童保育室で
申し込み
【公設】２月1日（木）～９日（金）

子育て支援課６番窓口（月～金：午前
８時３０分～午後５時１５分、日：午前
８時３０分～正午）
南河原支所（月～金：午前８時３０分
～午後５時１５分）
各学童保育室（月～金：午後２時～
７時）

【民設】２月２８日（水）までに各学童保育室へ
問い合わせ
【公設】子育て支援課（内線２６２）
【民設】太井学童保育室 ５５６―５３４０

荒木学童クラブ ５５７―６００６

民設
荒木学童クラブ

荒木２０４８－２
峰川様方

２４人
放課後～

午後６時３０分
ー

午前７時４５分～
午後６時３０分

太井学童保育室 棚田町１-５８-１０ ３０人

南河原学童保育室 南河原老人福祉ｾﾝﾀｰ隣 ５０人

埼玉学童保育室 埼玉小学校敷地内 ４０人

泉太井学童保育室 泉小学校敷地内 ５０人

太田西学童保育室 太田西小学校敷地内 ４０人

南学童保育室 南小学校敷地内 ４０人

さくら学童保育室 桜ヶ丘小学校敷地内 ４０人

北学童保育室
谷郷２４８６－３
旧上谷第一住宅跡

４０人

東学童保育室 東小学校敷地内 ５０人

西学童保育室 西小学校敷地内 ５０人

公設

中央学童保育室 中央小学校敷地内 ５０人

放課後～

午後７時

午前８時～

午後７時

午前８時～

午後７時

区分 名　　称 場　　所 定員
通　常 土　曜 夏休みなど

保　育　時　間

・受給者が日本国内に住所を有しなくなるとき
・受給者やお子さんが亡くなられたとき
・受給者が拘禁されたとき
・受給者がお子さんの面倒をみなくなったとき
・お子さんが里親に預けられたとき

→
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軽自動車・バイクなどにか
かる税金は、毎年４月１日現
在の所有者（登録名義人）に
課税されます。
次のようなときは、すぐに

届出をしてください。

○売買や譲渡により、所有者が
変わったとき
○行田市を転出したとき
○車両を入れ替えたとき（行田
市・南河原村ナンバーに限る）
○所有者が死亡したとき

また、次のような車両は、廃
車の届出をしないといつまでも
税金がかかってしまいます。

○壊れてもう乗ることはない
が、ナンバーが付いている
○盗まれて今は所有していない

手続きについては、表のとお
りです。

詳しくは届出先にお問い合
わせください。

給与所得者の
還付申告書作成会

給与所得者のうち、年末調整が済ん

でいて、住宅借入金等特別控除または

医療費控除を受けられる方の還付申告

書作成会を次のとおり開催します。説

明を聞きながら自ら申告書を作成し、

その場で提出できます。確定申告期間

中（２月１６日～３月１５日）は税務署

や市の申告会場は大変混雑しますので、

該当する方はぜひこの機会をご利用く

ださい。早めに提出すれば、還付金も

早めに還付されます。

なお、昨年１２月に配布した「還付

申告書作成会開催のお知らせ」を参照

していただき、持参書類などを十分ご

確認のうえ、ご来場ください。

日時 ２月２日（金） 【住宅控除】

午前１０時～ 【医療費控除】 午後１時

３０分～　 場所 商工センター　 問

い合わせ 行田税務署個人課税部門

５５６―２１２３または税務課市民税係

（内線２３１・２３２）

消費税の確定申告相談会

税務署では、平成１８年分から消費税の申告が必要になられた方の

ために、申告書の書き方などについての相談会を次のとおり開催しま

す。ぜひご利用ください。

日時 ２月１３日（火）・１４日（水）午前９時～１１時および午後１

時～４時　 場所 行田税務署１階相談会場　 持参するもの 平成

１８年分消費税の確定申告書および各種計算

書、平成１８年分所得税の収支内訳書または

青色申告決算書、平成１８年分の帳簿など、

印章　 問い合わせ 行田税務署個人課税部

門 ５５６―２１２３

ご利用ください
ものつくり大学の図書情報センター（図書館）

市民の方もご利用いただけます。

開館日時 月～金曜日　午前９時３０分～午後６時（長期休暇中は

午前１０時～午後５時） 利用範囲 館内で本・雑誌・ＡＶ資料など

の閲覧ができます。（館外貸出はできません） 入館手続き 入館の

際、住所および氏名を記入してください。（身分

証明書の提示をお願いする場合もあります）

問い合わせ ものつくり大学図書情報センター

５６４―３８２１
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自衛官募集

○２等陸・海・空士

受付期間 ３月上旬まで　 応募資格

日本国籍を有し、平成１９年４月１日現在

１８歳以上２７歳未満の男子　 募集人員

約１００人　 俸給 １５７,５００円、９カ

月後1７２,１００円、ボーナス年２回４．４５

カ月　

○予備自衛官補

受付期間 １月上旬～４月上旬　 応募

資格　【一般】１８歳以上３４歳未満の方

【技能】１８歳以上で保有する技能に応じ

５３～５５歳未満の方　 募集人員 【一般】

約１,０００人 【技能】約２００人　 訓練

手当 日額８,１００円

○願書の請求・問い合わせ

〒３６０―００３１ 熊谷市筑波３―９０―１国

際ビル２階 埼玉地方協力本部熊谷地域事

務所 ５２２―４８５５

第７回「わが家の耐震診断相談会」
～あなたの家は大丈夫ですか～

皆さんが今お住まいの住宅（主に木造２階建て中心）について、

簡易な耐震診断相談会を行います。自宅の間取りが分かる図面を

持参していただくと、より詳細な結果が得られます。

また、あわせて住宅建築相談も行います。

日時 ２月１８日（日）午前９時～正午　 場所 市役所玄関ホ

ール　 内容 （社）埼玉県建築士事務所協会北埼支部所属の建築

士が相談を受けます。 相談無料 主催 （社）埼玉県建築士事

務所協会　 問い合わせ 同協会北埼支部担当 ５５４―３２８１

ＩＣカード免許証を導入します

埼玉県警察では、１月４日から運転免許

証をＩＣカード化します。

○ＩＣカード免許証は、偽変造免許証の作

成が極めて困難で、不正使用を防止でき

ます。また、本籍はＩＣチップのみ記録さ

れるため、プライバシーが保護されます。

○ＩＣカード免許証には、免許証表面の記

載内容がＩＣチップに記録されます。

ＩＣチップの読み取りには、暗証番号

（４桁
けた

のもの２組）が必要となります。

○手数料については、ＩＣチップが含まれ

るため、従来の手数料に４５０円が加算

された額となります。

問い合わせ 埼玉県警察本部交通部運転

免許センター運転免許課免許企画係 ０４

８―５４０―２００１（内線２２１・２２０）

ご利用ください
情報公開・個人情報保護総合案内所

この案内所は、国の機関、独立行政法人、特殊法人などにおけ

る、情報公開や個人情報保護制度の問い合わせにお答えするほか、

どんな行政文書や個人情報があるかのインターネット検索も可能

です。

詳しくは、関東管区行政評価局のホームページ（http://www.

soumu.go.jp/kanku/kanto/kanto２９f.html）をご覧ください。

問い合わせ 総務省関東管区行政評価局情報公開・個人情報保

護総合案内所（さいたま新都心合同庁舎１号館１９階） ０４８―６００

―２４０４（ＦＡＸ兼用）Ｅメール kan-so@vega.ocn.ne.jp

市立図書館の臨時職員を募集

資格 市内在住で２２歳～４５歳くらいの方、図書館司書の資格

のある方または熱意のある方　 勤務日および勤務時間 【平日】

①午前８時３０分～午後１時３０分　②午後１時１５分～午後７時

１５分 【土・日曜日、祝日】①午前８時３０分～午後５時１５分

②午前１０時３０分～午後７時１５分　※勤務割表に基づき交替勤

務とします。 募集人員 若干名　 時給 ７５０円　 申し込み

市販の履歴書（顔写真貼付）に必要事項を記入し、１月３１日（水）

までに、同館事務室へ提出してください。 選考および採用 書

類審査・面接のうえ、４月１日から採用予定です。 問い合わせ

同館 ５５６―４２２７（午前９時～午後６時）
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保 健 案 内
保健センター　Tel.553－0053／Fax.555－2551

・診療科目……内科、小児科、外科　

・診療時間……午前１０時～午後５時

＊医療機関が変更されることがありますので、事前に問い合わせください。

・行田中央総合病院 ５５３－２０００

・壮幸会行田総合病院　 ５５２－１１１１

◇夜間などの急病やけがで受診できる医療機関を知りたいとき

・行田市消防署　 ５５６－３００５

・埼玉県救急医療センター　 ０４８－８２４－４１９９

休日急患診療
期　　　日 医療機関名

１月２１日（日）

１月２８日（日）

行田中央総合病院

壮幸会行田総合病院　

行田中央総合病院２月 ４日（日）

期　　　日

２月１１日（日）

医療機関名

２月１２日（月）

基本健康診査
個別健診は２月２８日（水）まで受診できますので、次

の医療機関に申し込みください。基本健康診査は１５歳以
上の方が年度内（５月から２月までの間）に1回受診でき
ます。４０歳以上の方は、基本健康診査と同時に大腸がん
検診、肺がん検診、前立腺がん検診、B型C型肝炎ウィル
ス検診も受けられます。
なお、受診券が必要となりますので、お持ちでない方は

保健センターへ問い合わせください。

時　　間 午前９時５０分～正午
場　　所 保健センター
対　　象 市内在住でやせたいと思っている６４歳までの

方（３日間とも参加できる方）
定　　員 ２５人
参加無料
持 ち 物 健康手帳、筆記用具、基本健康診査結果通知書

など過去１年間の健診結果（お持ちの方）
申し込み １月３１日（水）までに保健センターへ

行田中央総合病院

壮幸会行田総合病院　

・対象者以外（平成１８年９月３０日以前に生まれて生後６月に達するまで
の間の子）でまだ受けていないお子さんはこの機会に受けてください。
・生後６月に達するまでに医学的に接種が不適当であると医師が判断した
乳児（心臓血管系、腎臓疾患、肝臓疾患、血液疾患および発育障害など
の疾患を有する者など）について、医師による医学的判断がなされ1歳に
達するまでにBCG接種が可能な場合は保健センターへご連絡ください。

・慢性の病気がある、もしくは、継続して治療を受けているお子さんは、
かかりつけの医師に相談してから受けるようにしましょう。

BCG予防接種

受付時間 午後１時３０分～２時２０分
場　　所 保健センター　　
持 ち 物 母子健康手帳

１月２４日（水） 平成１８年１０月１日～１５日生まれ

２月 ５日（月） 平成１８年１０月１６日～３１日生まれ

期　　日 対　象　者

こころの相談
ご希望の方は事前に電話でお申し込みください。
期　　日 １月１８日（木）、２月１日（木）

麻しん・風しん予防接種
①対象児　第１期　１歳から２歳未満

第２期　小学校就学前の1年間（今年度対象児
平成１２年４月２日～平成１３年４月１日生まれ）

上記対象の未接種かつ未罹患
り か ん

の児は早めに接種を済ませ
ましょう。対象年齢を過ぎてしまうと任意接種（自己負担）
になります。

②上記対象児①以外の２歳から７歳６月未満の未罹患かつ
まだ１回も予防接種を受けていない児は、今年度中（平成
１９年３月３１日まで）に接種を済ませてください。来年
度以降は自己負担になりますのでご注意ください。
予診票のない方は、母子健康手帳を持参のうえ、保健セ

ンターまでお越しください。

赤井胃腸科 荒木医院 池畑クリニック 石井クリニック

行田協立診療所 行田外科医院 行田中央総合病院 栗原医院

小林内科医院 さかつめ内科医院 島田クリニック 壮幸会行田総合病院付属
行田クリニック

ハピネス診療所 村越メディカルクリニック ヤナダ診療所 やまかわ内科クリニック

高梨医院 田代医院 中野医院 根本医院

吉田記念山本クリニック

おくだいら内科クリニック 加藤内科医院 川島胃腸科 行田岡田医院

※実施医療機関

ヘルスアップ教室

「たばこ」の害をご存じですか。肺がんになりやすいこ
とはよく知られていますが、その他にはどんなことがある
のでしょうか。「喫煙者は高血圧や心臓病・糖尿病になり
やすい？」「歯周病になりやすいって本当？」「止められな
いのは意志の問題？」「親の喫煙習慣は子どもに遺伝す
る？」など、意外と知られていない「たばこの本当」につ
いて学んでみませんか。
日　　時 ２月１５日（木）午前１０時～
場　　所 保健センター２階集団指導室
演　　題 『たばこと健康』
定　　員 ３０人
参加無料
申し込み ２月７日（水）までに

保健センターへ

たばこ講演会

期　　日

２月 ７日（水）

内　　容

肥満についての講話

講　　師

保　健　師

２月１９日（月） 運動実習　　　　　　　　　 健康運動指導士

３月１２日（月） 食事のふりかえり 管理栄養士
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保健センターの健診と教室 ＊会場は保健センター 

名　　称 対　　　象 期　　日 時　　間 内　容　な　ど 

受付午後１時～１時３０分 

受付午後１時１５分～１時３０分 
（終了は４時ごろ） 

４カ月児健診は月２回実施しますが、対象者には事前にどちらか 
の日程で通知します。　 

 ２月 ２日（金） 

 ２月１３日 (火） 
平成１８年９月１５日～１０月１４日 
生まれの子 

 ２月 ９日 (金） 平成１７年８月生まれの子 

 ２月２２日 (木） 平成１６年７月生まれの子 

 ２月１６日 (金） 平成１５年８月生まれの子 

受付午後１時３０分～２時  ２月２０日（火） 事前に電話申し込みが必要です。 

受付午前９時４５分～１０時 
 ３月 ６日（火） 

 ３月２７日（火） 

 １月２９日（月） 

 ２月 ６日（火） 

 ２月２７日（火） 

赤ちゃんとの遊びなどを通じた母親同士の仲間づくりの場です。 
２日間とも参加できる方。事前に電話申し込みが必要です。　 

３日間で妊娠中の生活や赤ちゃんの保育などを学びます。 
母子健康手帳交付時にお渡しした申込はがきまたは電話で１月 
２４日（水）までに申し込みください。 

平成１８年９月１５日～１０月１４日 
生まれの子をお持ちの方 

平成１８年８月１５日～１０月１４日 
生まれの子をお持ちの方 

初妊婦 
（家族の参加可） 

４カ月児健診  

１歳６カ月児健診 

２歳児歯科健診 

３ 歳 児 健 診  

離 乳 食 教 室  

コ ア ラ 教 室  

母 親 学 校  

保健センターの相談と催し ＊会場は保健センター 

名　　称 対　　　象 期　　日 時　　間 内　容　な　ど 

午後１時３０分～３時３０分 

午前９時３０分～１１時３０分  ２月２８日（水） 
小学校入学前の親子 育児に関する相談を保健師、栄養士がお受けします。 

事前に電話申し込みが必要です。 

 ２月２６日 (月） 

 ３月１２日 (月） 

小学校入学前の親子 
親子で遊んだり親同士が話をする場です。身長計、体重計が 
あります。市内のサークル情報など話題も豊富です。 
　 

午前１０時～１１時 

午前１０時～１１時  ２月２１日（水） 健康に関する相談をしたい方 健康に関する食事や日常生活についての相談をお待ちしています。 

乳 幼 児 相 談  

親 子 広 場  

健 康 相 談  

領収書の扱いを大切に！
国保の高額療養費と所得税などの医療費控除

国民健康保険被保険者（７５歳未満）の方が高額療養費の申請する場合、医療機関の領収書を用意していただくことに

なっています。通常、高額療養費の申請は、診療月の３カ月後となります。申請の際、領収書は窓口でコピーし、原本

はお返ししています。

これから所得税などの申告時期を迎えますが、医療費控除を行う場合、領収書原本は税務署などに提出することにな

りますので、高額療養費に該当すると思われる方は、あらかじめ領収書をコピーし、保管しておくようお願いします。

高額療養費は、医療機関の窓口で支払う一部負担金が下表の自己負担限度額（1カ月当たり）を超えた場合、申請により

払い戻されます。なお、該当される方には、保険年金課から申請書が郵送されます。

問い合わせ 保険年金課国保担当（内線２７１・２７２）

区　　分

上位所得者 ※１

（月収５６万円以上）

１５０,０００円＋（医療費－５００,０００円）×１％

※２（８３,４００円）

一　　般
８０,１００円＋（医療費－２６７,０００円）×１％

※２（４４,４００円）

低所得者

（住民税非課税）

３５,４００円

※２（２４,６００円）

自己負担限度額（1カ月当たり）

※１は、国民健康保険においては年間所得６００万円を超える世帯
※２は、過去１２カ月間に３回以上高額療養費の支給を受け、４回
目の支給に該当の場合

【７０歳未満の方】

区　　分　

現役並み所得者

（課税所得１４５万円以上）
４４,４００円

外来（個人ごと）

８０,１００円
＋（医療費－２６７,０００円）×１％

※２（４４,４００円）

一　　般

低
所
得
者

住
民
税
非
課
税

１２,０００円

８,０００円

４４,４００円

２４,６００円

（年金収入８０
万円以下等）

１５,０００円

自己負担限度額（1カ月当たり）

※２は、過去１２カ月間に３回以上高額療養費の支給を受け、４回
目の支給に該当の場合

【７０歳以上の方】
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【
相
談
事
例
】

事
例
１
（
70
歳
代
女
性
）

昨
日
、
一
人
暮
ら
し
の
私
の
家
に
販
売
員
が
や
っ
て
来
た
。

検
査
だ
と
言
っ
て
、
コ
ッ
プ
に
水
道
水
を
入
れ
、
そ
れ
に
何

か
を
入
れ
「
こ
ん
な
に
汚
れ
て
い
る
。」
と
、
茶
色
く
変
色

し
た
水
を
見
せ
た
。「
こ
ん
な
水
飲
ん
で
い
た
ら
死
ん
じ
ゃ

う
よ
。」
と
言
わ
れ
不
安
に
な
り
、
浄
水
器
を
取
り
付
け
る

こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
時
は
も
う
買
う
し
か
な
い
と
思
っ
た

が
、
後
か
ら
考
え
る
と
、
30
万
円
と
高
額
な
の
で
契
約
を
や

め
た
い
。

大
家
さ
ん
に
相
談
し
た
ら
、
集
金
の
時
に
立
ち
会
っ
て
交

渉
し
て
く
れ
る
と
い
う
が
、
こ
の
ま
ま
支
払
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
か
。

事
例
２
（
70
歳
代
女
性
）

６
日
前
、
販
売
業
者
が
「
水
の
検
査
を
す
る
」
と
家
に
来

た
。
断
っ
た
の
に
上
が
り
込
ん
で
、
薬
品
を
使
っ
て
水
質
検

査
を
し
た
。
話
し
て
い
る
う
ち
に
浄
水
器
を
取
り
付
け
る
こ

と
に
な
っ
て
し
ま
い
、
そ
の
支
払
方
法
や
こ
ち
ら
の
支
払
可

能
金
額
を
聞
か
れ
た
が
、
浄
水
器
の
値
段
の
説
明
は
無
く
て
、

業
者
が
帰
っ
た
後
に
総
額
30
万
円
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
。
高
額
な
う
え
に
、
使
い
勝
手
も
悪
い
。
解
約
し
た
い
。

【
お
答
え
し
ま
す
】

こ
れ
ら
は
「
実
験
商
法
」
ま
た
は
「
点
検
商
法
」
と
呼
ば

れ
る
悪
質
商
法
で
す
。「
無
料
で
点
検
し
て
あ
げ
ま
す
」
な

ど
と
言
っ
て
販
売
す
る
目
的
を
隠
し
て
訪
問
し
、
不
安
を
あ

お
っ
た
り
、
強
引
に
契
約
を
さ
せ
た
り
し
ま
す
。

事
例
は
浄
水
器
で
す
が
、
こ
の
ほ
か
「
水
道
管
の
無
料
点

検
」「
配
水
管
清
掃
サ
ー
ビ
ス
」「
テ
レ
ビ
ア
ン
テ
ナ
の
点
検
」

「
電
話
機
の
点
検
」「
消
火
器
の
点
検
」「
ミ
シ
ン
の
点
検
」

「
漏
電
検
査
」
な
ど
、
商
品
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
い
ず
れ
も

『
点
検
』『
検
査
』
な
ど
と
言
っ
て
訪
れ
、
不
必
要
な
商
品
を

売
り
つ
け
た
り
、
工
事
の
契
約
を
さ
せ
た
り
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
訪
問
販
売
で
契
約
し
た
場
合
は
、
契
約
書
を

受
け
取
っ
た
日
を
含
め
て
８
日
以
内
で
あ
れ
ば
ク
ー
リ
ン

グ
・
オ
フ
（
無
条
件
で
契
約
を
解
除
す
る
こ
と
）
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
期
間
を
過
ぎ
て
い
て
も
、

業
者
の
説
明
に
ウ
ソ
が
あ
っ
た
と
き
や
、
帰
っ
て
欲
し
い
と

言
っ
た
の
に
帰
っ
て
く
れ
な
い
の
で
仕
方
な
く
契
約
し
た
と

き
は
、
特
定
商
取
引
法
や
消
費
者
契
約
法
で
取
り
消
す
こ
と

が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
相
談
事
例
に
つ
い
て
は
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

に
つ
い
て
助
言
し
、
電
話
や
面
談
で
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の

通
知
の
書
き
方
、
出
し
方
に
つ
い
て
情
報
提
供
を
し
て
解
決

し
ま
し
た
。

販
売
員
の
勧
誘
は
巧
み
で
、
な
か
な
か
消
費
者
一
人
で
は

太
刀
打
ち
で
き
ま
せ
ん
。
事
例
１
の
よ
う
に
周
囲
の
人
に
相

談
し
た
り
、
も
し
断
り
切
れ
ず
契
約
し
た
り
し
て
し
ま
っ
て

も
、
あ
き
ら
め
な
い
で
消
費
生
活
相
談
窓
口
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

埼
玉
県
消
費
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
春
日
部

０
４
８
―
７

３
４
―
０
９
９
９
ま
た
は
生
活
課
（
内
線
２
５
２
）

相　　談 

法律（予約制） 

行政 

結婚 

 
消費生活 

内職 

人権 

税務 

水道料金の休日窓口 

水道料金の夜間窓口 

　　　　　日　　　　程 

１月３０日（火） 

１月１５日（月）、２月５日（月）　　　　 

１月２１日（日）、２月２日（金）・９日（金）　　　　 

１月１５日（月）・１８日（木）・２２日（月）・２５日（木）・２９日　 
（月）、２月１日（木）・５日（月）・８日（木）・１５日（木） 

１月１６日（火）・１９日（金）・２３日（火）・２６日（金）・３０日　 
（火）、２月２日（金）・６日（火）・９日（金）・１３日（火）　　　　　 

１月２２日（月）　　　　 

１月１６日（火）　　　　　　 

２月４日（日）　　　　　 

１月２５日（木）　 

場　　所 

 

 

市役所 

 

 

 
市役所 

市役所 

中央公民館 
（教育文化センター「みらい」内） 

水道庁舎（前谷） 

　 問い合わせ 

 

 
生活課 

（内線２５２） 

 

  商工観光課 

（内線３８３） 
 
人権推進課（内線２２１） 

関東信越税理士会行田支部 
　５５４－１４１１ 

水道業務課 
　５５３－０１３１ 

　　  時　　　　間　　　　 

午前９時～午後３時 

午後１時３０分～３時３０分 

午前９時３０分～１１時３０分　 

 
午前９時３０分～午後３時３０分 

午前１０時～午後４時 

午後１時３０分～３時３０分　　 

午後１時３０分～３時３０分 

午前８時３０分～正午 

午後５時１５分～７時 

（１月１５日～２月１５日） 

くらしの 番情報
実
験
商
法
・
点
検
商
法
に
要
注
意
！
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一
般
書

・
ラ
ル
ー
ス
世
界
の
神
々
・
神
話
百
科
（
フ
ェ
ル

ナ
ン
・
コ
ン
ト
）

・
誰
で
も
読
め
る
日
本
古
代
史
年
表（
吉
川
弘
文
館
）

・
韓
国
歴
史
地
図
（
韓
国
教
員
大
学
歴
史
教
育
科
）

・
図
説
チ
ェ
コ
と
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
（
薩
摩
秀
登
）

・
検
証
国
家
戦
略
な
き
日
本
（
読
売
新
聞
政
治
部
）

・
目
か
ら
ウ
ロ
コ
の
経
済
の
し
く
み
（
西
野
武
彦
）

・
北
極
圏
の
サ
イ
エ
ン
ス
（
赤
祖
父
俊
一
）

・
パ
パ
マ
マ
つ
く
っ
て
！
か
わ
い
い
段
ボ
ー
ル
家

具
（
石
倉
ヒ
ロ
ユ
キ
）

・
不
正
侵
入
（
笹
本
稜
平
）

・
そ
の
ま
ま
の
光
（
関
口
尚
）

・
御
隠
居
忍
法
亡
者
の
鐘
（
高
橋
義
夫
）

・
誘
拐
の
誤
差
（
戸
梶
圭
太
）

・
剣
客
春
秋
里
見
の
涙
（
鳥
羽
亮
）

・
通
天
閣
（
西
加
奈
子
）

・
死
顔
（
吉
村
昭
）

・
ア
ラ
ス
カ
を
追
い
か
け
て
（
ジ
ョ
ン
・
グ
リ
ー
ン
）

・
ウ
ィ
ン
キ
ー
（
ク
リ
フ
ォ
ー
ド
・
チ
ェ
イ
ス
）

児
童
書
　

・
人
は
ど
ん
な
仕
事
を
し
て
き
た
の
？（
浜
林
正
夫
）

・
犯
罪
か
ら
身
を
守
る
絵
事
典
（
国
崎
信
江
）

・
料
理
図
鑑
（
お
ち
と
よ
こ
）

・
獣
の
奏
者
（
上
橋
菜
穂
子
）

・
ア
ブ
さ
ん
と
ゴ
ン
ザ
レ
ス
（
斉
藤
洋
）

・
時
間
の
な
い
国
で
（
ケ
イ
ト
・
ト
ン
プ
ソ
ン
）

・
の
ん
び
り
オ
ウ
ム
ガ
イ
と
せ
っ
か
ち
ア
ン
モ
ナ

イ
ト
（
三
輪
一
雄
）

・
う
さ
ぎ
は
や
っ
ぱ
り
（
五
味
太
郎
）

・
ポ
ポ
お
ば
さ
ん
と
こ
と
り
た
ち
（
お
お
し
ま
り
え
）

・
ラ
ー
バ
ン
と
ラ
ボ
リ
ー
ナ
の
「
は
ぁ
い
、
い
ま

す
ぐ
」（
ラ
ッ
セ
・
サ
ン
ド
ベ
リ
）

・
と
ら
と
ほ
し
が
き
（
バ
ク
ジ
ェ
ヒ
ョ
ン
）

▼
日
時

１
月
27
日
（土）
午
前
11
時
〜
正
午

▼
場
所

図
書
館
お
は
な
し
の
へ
や

▼
対
象

幼
児
　

▼
内
容

絵
本
や
手
遊
び
な
ど

▼
主
催

お
は
な
し
タ
ン
バ
リ
ン

▼
日
時

２
月
３
日
（土）
午
後
２
時
〜
３
時

▼
場
所

図
書
館
お
は
な
し
の
へ
や

▼
対
象

幼
児
・
小
学
生

▼
内
容

絵
本
や
紙
芝
居
な
ど

▼
主
催

お
は
な
し
の
会

▼
日
時

１
月
20
日
（土）
午
後
２
時
〜

▼
場
所

図
書
館
映
像
ホ
ー
ル

▼
題
名

五
井
先
生
と
太
郎
（
16
分
）、
森
を
守
る

小
さ
な
赤
リ
ス
（
23
分
）

▼
対
象

幼
児
・
小
学
生
お
よ
び
そ
の
保
護
者

図
書
館
で
は
、
赤
ち
ゃ
ん
の
す
こ
や
か
な
成
長

を
願
い
、
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
パ
ッ
ク
（
絵
本
２
冊

入
り
）
を
配
布
し
て
い
ま
す
。
親
子
で
絵
本
の
楽

し
さ
を
共
有
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

１
月
23
日
（火）
、
２
月
２
日
（金）
・
13
日
（火）
午

後
１
時
受
付
開
始
（
４
カ
月
児
健
診
に
合
わ
せ
て

実
施
）

▼
場
所

保
健
セ
ン
タ
ー

▼
対
象

４
カ
月
児
と
保
護
者

▼
持
ち
物

母
子
健
康
手
帳

１
月
22
日
（月）
・
29
日
（月）
・
31
日
（水）
、
２
月
５
日
（月）
・

13
日
（火）

＊
休
館
中
の
図
書
の
返
却
は
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
な
お
、
ビ
デ
オ
や
Ｃ
Ｄ
は
、
破

損
防
止
の
た
め
、
開
館
時
間
内
に
直
接
カ
ウ
ン
タ
ー

へ
お
返
し
く
だ
さ
い
。

こ
の
本
を
読
ん
で
み
た
い
と
思
っ
た
の

は
、
盲
目
の
テ
ノ
ー
ル
歌
手
で
あ
る
新
垣

勉
さ
ん
と
、
希
望
に
燃
え
て
教
壇
に
立
ち

不
運
な
事
故
に
遭
っ
た
星
野
富
弘
さ
ん
の

感
想
を
新
聞
で
知
っ
た
か
ら
だ
。

作
者
は
病
に
侵
さ
れ
13
年
と
い
う
長
い

間
病
床
に
あ
り
、
そ
の
中
で
恋
人
の
突
然

の
死
。
深
い
悲
し
み
か
ら
立
ち
上
が
り
、

亡
き
人
そ
っ
く
り
の
男
性
に
め
ぐ
り
合
い

結
婚
に
至
っ
た
経
緯
が
あ
る
。
ま
る
で
ド

ラ
マ
の
よ
う
だ
。

ど
ん
な
に
困
難
な
と
き
で
も
神
を
信
じ
、

人
に
尽
く
す
労
を
惜
し
ま
な
い
人
柄
に
感

動
し
共
感
し
た
。
お
こ
が
ま
し
い
け
れ
ど
、

私
も
こ
れ
か
ら
の
人
生
、
作
者
の
よ
う
に

が
ん
ば
っ
て
生
き
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い

る
。

『
道
あ
り
き
』

私
の
推
せ
ん
す
る
一
冊

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

移
動
図
書
館
よ
し
き
り
号

開館時間 午前９時３０分～午後７時

お
は
な
し
会

休

館

日

子
ど
も
映
画
会

谷
田
部
久
美
子
さ
ん
（
馬
見
塚
）

三
浦
　
綾
子
著

※変更する場合があります。

1
月
23
日
（火）
 

2
月
1
日
（木）
 

荒
木
小 

1
月
18
日
（木）
 

泉
小 

1
月
17
日
（水）
 

北
小 

1
月
16
日
（火）
 

北
河
原
小 

1
月
24
日
（水）
 

星
宮
小 

1
月
25
日
（木）
 

桜
ヶ
丘
小 

2
月
2
日
（金）
 

埼
玉
小 

1
月
19
日
（金）
 

太
田
西
小 

1
月
26
日
（金）
 

太
田
東
小 

1
月
30
日
（火）
 

南
河
原
小 
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12
月
６
日
、
愛
宕
神
社
で
は
恒
例
の
酉
の
市

が
行
わ
れ
、
一
年
の
無
事
を
感
謝
し
、
新
年
の

無
病
息
災
や
家
内
安
全
、
商
売
繁
盛
な
ど
を
願

う
参
拝
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

普
段
は
静
か
な
神
社
も
、
こ
の
日
ば
か
り
は

数
え
切
れ
な
い
参
拝
者
が
境
内
の
外
ま
で
列
を

な
し
、
参
道
に
並
ぶ
露
天
と
縁
起
物
が
飾
り
付

け
ら
れ
た
熊
手
を
売
る
威
勢
の
よ
い
掛
け
声
で

活
気
づ
き
、
寒
さ
が
厳
し
く
な
っ
た
師
走
の
夜

を
冬
の
風
物
詩
が
彩
り
ま
し
た
。

写
真
館

写
真
館

11
月
26
日
、
総
合
公
園
を
会
場
に
「

浮
き

城
の
ま
ち
行
田

駅
伝
競
走
大
会
」
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

50
回
目
の
節
目
と
な
る
今
年
の
大
会
に
は
１

２
９
チ
ー
ム
が
参
加
。
３
・
０
９
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
、
１
・
１
５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
距
離
、
14
部

門
に
別
れ
て
競
い
合
い
ま
し
た
。

こ
の
日
は
好
天
に
も
恵
ま
れ
、
各
チ
ー
ム
と

も
思
い
を
こ
め
た
た
す
き
を
一
生
懸
命
に
つ
な

い
で
い
ま
し
た
。

12
月
２
日
・
３
日
、
Ｊ
Ａ
ほ
く
さ
い
行
田
中
央

支
店
を
会
場
に
、
行
田
市
農
産
物
品
評
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
地
元
の
農
家
が
生
産

し
た
野
菜
、
果
物
、
花
な
ど
の
品
質
や
技
術
な

ど
を
競
う
も
の
で
、
今
年
は
６
４
９
点
も
の
新

鮮
な
農
産
物
や
加
工
品
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

展
示
・
即
売
が
行
わ
れ
た
２
日
は
、
大
勢
の

人
が
詰
め
掛
け
、
農
作
物
を
思
い
思
い
に
買
い

求
め
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
同
時
開
催
さ
れ
て

い
た
農
協
ま
つ
り
で
は
、
横
田
市
長
も
も
ち
つ

き
大
会
に
参
加
し
、
つ
き
た
て
の
も
ち
が
主
催

者
か
ら
来
場
者
に
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

12
月
15
日
、
行
田
遊
技
業
防
犯
協
力
会
か
ら

青
色
回
転
灯
付
き
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
車
が
寄
贈

さ
れ
、
そ
の
贈
呈
式
が
行
田
警
察
署
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

行
田
遊
技
業
防
犯
協
力
会
は
日
ご
ろ
行
田
警

察
署
と
連
携
を
図
り
、
市
内
で
防
犯
活
動
を
展

開
し
て
お
り
、
市
民
の
安
全
と
地
域
の
治
安
を

守
り
た
い
と
の
願
い
か
ら
今
回
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
車
の
寄
贈
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
寄
贈
に
よ
り
市
で
は
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
車
が
５
台
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
さ
ら
な

る
安
全
安
心
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

師
走
の
夜
を
彩
る
冬
の
風
物
詩

新
鮮
な
農
産
物
が
い
っ
ぱ
い

た
す
き
を
つ
な
い
で

市
民
の
安
全
と
地
域
の
治
安
を
守
る

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
車
を
寄
贈
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12
月
３
日
、
キ
タ
ミ
ソ
ウ
が
生
息
し
て
い
る

星
川
（
馬
見
塚
橋
周
辺
）
の
清
掃
活
動
と
キ
タ

ミ
ソ
ウ
の
観
察
会
が
「
星
川
の
自
然
と
キ
タ
ミ

ソ
ウ
を
守
る
会
」
の
主
催
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
行
田
桜
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ふ
る
さ
と
創
生
ク
ラ
ブ
、
行
田
ナ

チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
団
体
を
は
じ

め
、
地
域
住
民
ら
約
60
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

よ
う
や
く
咲
き
始
め
た
小
さ
く
て
白
い
キ
タ
ミ

ソ
ウ
を
観
察
し
た
後
、
約
１
時
間
の
清
掃
活
動

を
行
い
ご
み
の
な
い
き
れ
い
な
星
川
と
な
り
ま

し
た
。

11
月
29
日
、「
災
害
時
に
お
け
る
救
援
物
資

提
供
に
関
す
る
協
定
締
結
式
」
が
市
役
所
で
行

わ
れ
、
原
義
之
三
国
・
コ
カ
コ
ー
ラ
ボ
ト
リ
ン

グ
株
式
会
社
埼
玉
支
社
長
と
横
田
市
長
が
協
定

書
を
交
わ
し
ま
し
た
。
こ
の
協
定
は
、
災
害
時

に
、
同
社
に
よ
る
飲
料
水
の
優
先
的
供
給
や
自

動
販
売
機
内
の
在
庫
製
品
を
無
償
提
供
、
自
動

販
売
機
に
搭
載
さ
れ
て
い
る
電
子
掲
示
板
で
の

災
害
情
報
な
ど
を
発
信
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

市
で
は
こ
の
協
定
を
含
め
締
結
し
た
災
害
協

定
は
現
在
ま
で
に
６
つ
。
こ
れ
か
ら
も
い
つ
起

き
て
も
お
か
し
く
な
い
災
害
へ
の
備
え
を
整
備

し
て
い
き
ま
す
。

災
害
時
に
お
け
る
救
援
物
資

提
供
に
関
す
る
協
定
を
締
結

キ
タ
ミ
ソ
ウ
が
咲
く

き
れ
い
な
星
川
に

12
月
１
日
、
商
工
セ
ン
タ
ー
で
、
行
田
交
通

安
全
協
会
と
行
田
商
工
会
議
所
に
よ
る
飲
酒
運

転
追
放
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
３
人
の

パ
ネ
ラ
ー
の
方
か
ら
飲
酒
運
転
を
追
放
す
る
た

め
に
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
し
た
ら
良
い
か

が
提
案
さ
れ
、
参
加
者
は
熱
心
に
聞
き
入
っ
て

い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
集
ま
っ
た
お
よ
そ
３
０
０
人
の
参

加
者
は
配
布
さ
れ
た
、
酒
席
で
使
用
す
る
２
種

類
の
意
思
表
示
ス
ト
ラ
ッ
プ
を
首
に
掛
け
、
声

高
ら
か
に
飲
酒
運
転
追
放
を
宣
言
し
ま
し
た
。

12
月
８
日
、
埼
玉
中
学
校
で
は
、
全
校
生
徒

に
よ
る
百
人
一
首
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

古
典
学
習
の
一
環
と
し
て
昨
年
度
か
ら
始
ま

っ
た
こ
の
大
会
は
、
国
語
の
授
業
に
練
習
時
間

を
設
け
て
い
る
ほ
ど
学
校
全
体
で
力
を
注
ぐ
行

事
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

静
け
さ
が
漂
う
中
で
の
開
始
で
し
た
が
、
残

り
の
札
が
少
な
く
な
る
に
つ
れ
て
歓
声
が
上
が

り
最
後
の
ひ
と
札
ま
で
息
を
の
む
大
会
と
な
り

ま
し
た
。
最
後
の
大
会
を
終
え
た
３
年
生
の
篠

原
和
久
く
ん
は
「
あ
ま
り
札
は
取
れ
な
か
っ
た

け
れ
ど
、
熱
戦
と
な
っ
て
楽
し
か
っ
た
」
と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

最
後
の
ひ
と
札
ま
で
集
中

飲
酒
運
転
を
追
放
す
る
た
め
に
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小
さ
く
て
か
わ

い
ら
し
い
楽
器
、

ウ
ク
レ
レ
。
そ
の

温
か
く
柔
ら
か
い

音
色
に
心
地
よ
い

南
国
の
風
を
感
じ

ま
す
。
癒
し
の
音

を
奏
で
、
場
所
を

選
ば
す
演
奏
で
き

る
ウ
ク
レ
レ
は
静

か
な
ブ
ー
ム
に
な

っ
て
い
ま
す
。

持
田
公
民
館
で
活
動
し
て
い
る
マ
ハ
ロ
ウ
ク

レ
レ
ク
ラ
ブ
は
、
平
成
17
年
７
月
に
ス
タ
ー
ト

し
た
新
し
い
ク
ラ
ブ
で
す
。
毎
月
第
２
・
３
水

曜
日
の
午
後
１
時
30
分
か
ら
３
時
30
分
ま
で
16

人
で
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

現
在
は
「
ア
ロ
ハ
・
オ
エ
」
を
始
め
と
す
る

ハ
ワ
イ
ア
ン
ソ
ン
グ
か
ら
「
ふ
る
さ
と
」「
荒

城
の
月
」
な
ど
の
唱
歌
ま
で
、
レ
パ
ー
ト
リ
ー

は
20
曲
ほ
ど
。
昨
秋
に
行
わ
れ
た
持
田
公
民
館

の
文
化
祭
で
は
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
発
表

し
ま
し
た
が
、
初
め
て
参
加
し
た
お
と
と
し
よ

り
も
良
い
演
奏
が
で
き
た
そ
う
で
す
。
宮
川
和

久
さ
ん
の
指
導
の
も
と
、
今
後
は
カ
ン
ツ
ォ
ー

ネ
や
シ
ャ
ン
ソ
ン
、
映
画
音
楽
な
ど
幅
広
い
ジ

ャ
ン
ル
の
音
楽
に
取
り
組
み
、
原
語
で
歌
う
こ

と
に
も
挑
戦
し
た
い
と
意
気
込
ん
で
い
ま
す
。

「
気
軽
に
楽
器
を
演
奏
し
て
み
た
い
」
と
始

め
る
方
も
多
く
、
家
庭
で
も
練
習
で
き
る
ウ
ク

レ
レ
。
ス
ム
ー
ズ
に
弦
を
押
さ
え
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
、
上
達
し
た
の
を
実
感
す
る

と
「
う
れ
し
い
」
と
皆
さ
ん
口
を
そ
ろ
え
ま
す
。

代
表
の
井
桁
淳
子
さ
ん
は
「
目
標
が
あ
る
と
練

習
の
励
み
に
な
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
は
福
祉
施

設
な
ど
へ
の
慰
問
、
ほ
か
の
楽
器
や
フ
ラ
ダ
ン

ス
と
の
共
演
な
ど
、
発
表
の
場
を
広
げ
て
い
き

た
い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

楽
譜
の
読
め
な
い
方
で
も
心
配
い
り
ま
せ

ん
。
宮
川
さ
ん
の
丁
寧
な
指
導
や
メ
ン
バ
ー
と

の
和
や
か
な
練
習
で
す
ぐ
に
弾
け
る
よ
う
に
な

る
と
の
こ
と
で
す
。
常
夏
の
楽
園
気
分
を
味
わ

い
な
が
ら
、
楽
し
い
仲
間
た
ち
と
一
緒
に
ウ
ク

レ
レ
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
問
い
合
わ
せ

井
桁
淳
子

５
５
４
―
９
２

９
８

私
の
作
品

向
町
　
　
斉
藤
　
敏
行

冬
立
ち
ぬ
吟ぎ

ん

子こ

を
偲し

の

ぶ
記
念
館

中
央
　
　
藤
野
　
芳
江

寄
せ
鍋
の
湯
気
の
向
ふ
に
母
の
顔

行
田
　
　
松
村
　
照
子

初
霜
や
我
れ
が
最
初
の
靴
の
跡

谷
郷
　
　
高
橋
　
保
子

剥
落

は
く
ら
く

の
合
掌
仏
や
初
時
雨

堤
根

柴
田
　
忠
二

大
刈
田
じ
っ
と
見
守
る
古
墳
群

堤
根
　
　
羽
山
喜
美
代

友
と
来
て
語
ら
う
宿
や
長
き
夜

須
加
　
　
栗
原
か
ね
代

小
春
日
や
晴
れ
や
か
に
試
歩

し

ほ

伸
ば
し
け
り

荒
木
　
　
高
沢
よ
ね
子

ま
だ
ま
だ
と
思
う
日
暮
や
草
紅
葉

荒
木
　
　
梁
川

や
な
が
わ

も
と
子

す
が
れ
虫
残
る
力
で
諭さ

と

す
ご
と

清
水
町

新
井
　
圭
三

酒
少
々
秋
刀
魚

さ

ん

ま

一
匹
老
二
人

向
町
　
　
佐
藤
　
猶
子

暫し
ば
らく

は
波
を
見
て
ゐ
て
秋
惜
し
む

俳
句

広
場

このコーナーに登場していただけ

る方・団体・作品を募集しています。

行田市本丸２－５・行田市役所広報広

聴課広報広聴担当（内線３１８）まで。

マハロウクレレクラブ

～みんなで奏でる常夏の音色～
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須
加
　
　
福
田
　
富
治

煩
悩

ぼ
ん
の
う

を
闇
に
流
し
て
除
夜
の
鐘

前
谷
　
　
町
田
　
貞
子

い
と
お
し
き
思
い
を
寄
せ
る
短
き
日

（
木
島
　
斗
川
　
監
修
）

皆
さ
ん
は
ジ
ャ
ベ
リ
ッ
ク
ス
ロ
ー
と
い
う
競

技
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。
や
り
投
げ
の
練
習
用

と
し
て
開
発
さ
れ
た
道
具
を
使
用
し
て
飛
距
離

を
競
う
も
の
で
、
中
学
生
が
対
象
の
競
技
で
す
。

こ
の
ジ
ャ
ベ
リ
ッ
ク
ス
ロ
ー
で
２
年
連
続
ジ
ュ

ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
陸
上
競
技
大
会
（
以
下
ジ

ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
）
に
出
場
し
た
の
が
中

谷
咲
弥
さ
ん
で
す
。

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
に
所
属
し
汗
を
流
し

て
い
た
中
谷
さ
ん
が
ジ
ャ
ベ
リ
ッ
ク
ス
ロ
ー
と

出
会
っ
た
の
は
、
中
学
２
年
生
の
時
で
し
た
。

「
体
育
の
授
業
で
初
め
て
体
験
し
て
、
友
達
よ

り
も
遠
く
に
飛
ば
せ
て
面
白
い
と
思
い
ま
し

た
。
こ
の
授
業
の
後
、
体
育
指
導
の
国
島
先
生

に
大
会
出
場
め
ざ
し
て
や
っ
て
み
な
い
か
と
誘

わ
れ
て
始
め
ま
し
た
。」
と
話
す
よ
う
に
、
中

谷
さ
ん
の
実
力
が
先
生
の
目
に
留
ま
っ
た
こ
と

を
き
っ
か
け
に
、
練
習
が
始
ま
り
ま
し
た
。

短
期
間
の
練
習
で
臨
ん
だ
県
大
会
で
１
位
と

な
り
、
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
初
出
場

を
決
め
て
し
ま
っ
た
中
谷
さ
ん
。
そ
の
出
場
を

機
に
、
平
成
20
年
に
行
わ
れ
る
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

の
埼
玉
県
強
化
指
定
選
手
に
選
ば
れ
、
注
目
を

集
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
２
度
目
の
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
出
場
を
振
り
返
り
、「
昨

年
も
出
場
し
た
こ
と
で
会
場
の
雰

囲
気
に
は
慣
れ
て
い
た
し
、
県
大

会
で
自
己
ベ
ス
ト
を
出
し
て
出
場

で
き
た
こ
と
が
自
信
に
つ
な
が
り

ま
し
た
。
助
走
と
投
げ
る
タ
イ
ミ

ン
グ
が
合
っ
た
と
き
に
は
よ
い
記

録
が
で
る
し
、
自
己
ベ
ス
ト
が
出

た
と
き
の
一
投
は
記
憶
に
残
っ
て

い
ま
す
」
と
の
言
葉
ど
お
り
、
全
国
の
選
手
と

肩
を
並
べ
て
競
い
合
い
、
今
年
度
の
日
本
ラ
ン

キ
ン
グ
11
位
ま
で
実
力
を
高
め
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
成
績
に
よ
り
、
す
で
に
高
校
進

学
が
決
定
し
て
い
る
中
谷
さ
ん
。「
今
は
陸
上

競
技
だ
け
に
集
中
し
て
い
ま
す
。
高
校
で
は
や

り
投
げ
競
技
に
う
つ
り
ま
す
が
、
家
で
も
体
力

づ
く
り
を
行
い
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
出
場
し
て

活
躍
し
た
い
で
す
」
と
希
望
に
満
ち
あ
ふ
れ
た

笑
顔
で
夢
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

赤
坂
　
煌
陽

こ
う
よ
う

ち
ゃ
ん
（
長
野
）

一
陽
・
優
子
さ
ん
の
長
男

平
成
18
年
１
月
７
日
生
ま
れ

「
我
が
家
の
太
陽
、
煌
め
き
煌
陽
」

森
　
怜
未

さ
と
み

ち
ゃ
ん
（
斎
条
）

恒
夫
・
真
里
さ
ん
の
二
女
　

平
成
18
年
１
月
27
日
生
ま
れ

「
素
直
な
優
し
い
子
に
な
っ
て
ね
」

栗
原
　
美
咲

み
さ
き

ち
ゃ
ん
（
持
田
）

史
佳
・
有
佳
さ
ん
の
長
女

平
成
18
年
１
月
20
日
生
ま
れ

「
生
ま
れ
て
き
て
あ
り
が
と
う
　
」

原
口
　
芽
久

め

ぐ

ち
ゃ
ん
（
門
井
町
）

良
彦
・
美
紀
さ
ん
の
長
女

平
成
18
年
１
月
26
日
生
ま
れ

「
元
気
な
姫
様
　
」

今月は、平成18年3月生まれの子を募集します。
申し込みは広報広聴課広報広聴担当（内線318）

締め切りは1月31日（水）です。
抽選会は2月1日（木）の午後1時30分市役所203会議室

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
の
活
躍
を
め
ざ
し
て

中
谷
　
咲
弥
さ
ん
（
渡
柳
・
14
歳
）

『
風
と
遊
ぼ
う
』（
江
戸
凧
）

峯
　
晋
（
駒
形
）

田
島
　
世
徠

せ

ら

ち
ゃ
ん
（
藤
原
町
）

匡
矩
・
千
里
さ
ん
の
長
男

平
成
18
年
１
月
５
日
生
ま
れ

「
明
る
く
元
気
に
育
っ
て
ね
」
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▼
日
時

１
月
19
日
（金）
午
後
２
時
開

演
　
▼
場
所

教
育
文
化
セ
ン
タ
ー

「
み
ら
い
」
ホ
ー
ル
　
▼
演
題
「
今

見
つ
め
た
い
命
と
心
」
▼
内
容

ギ

タ
ー
ラ
ト
ル
ベ
ー
ル
を
講
師
に
招

き
、「
い
の
ち
・
友
だ
ち
・
こ
こ
ろ
」

を
テ
ー
マ
に
、
語
り
と
フ
ラ
ン
ス
の

ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
（
ヴ
ィ
ク
ト
ー

ル
・
ベ
デ
ィ
キ
ア
ン
）
を
使
っ
た
音

楽
で
、
観
客
と
一
体
に
な
っ
た
心
な

ご
む
ス
テ
ー
ジ
を
創
り
上
げ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
▼
定
員

１
０
０
人

（
当
日
先
着
順
）
▼
入
場
無
料

▼

主
催

行
田
市
教
育
委
員
会
、
行
田

市
人
権
教
育
推
進
協
議
会
　
▼
そ
の

他

当
日
、手
話
通
訳
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
ひ
と
と
き
保
育
（
２
歳
以
上

の
未
就
学
児
の
保
育
・
無
料
）
を
行

い
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、
１
月

12
日
（金）
ま
で
に
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
▼
問
い
合
わ
せ

ひ
と
つ
く
り

支
援
課

５
５
６
―
８
３
１
９

▼
日
時

２
月
７
日
（水）
午
前
９
時
〜

午
後
３
時
　
▼
場
所

市
役
所
Ｂ
７

会
議
室
　
▼
相
談
内
容

不
動
産
に

関
し
て
わ
か
ら
な
い
こ
と
や
ト
ラ
ブ

ル
な
ど
　
▼
問
い
合
わ
せ

（社）
埼
玉

県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会
北
埼
支
部

５
６
２
―
５
９
０
０

▼
日
時

１
月
10
日
（水）
午
後
１
時
〜

４
時
　
▼
場
所

生
活
課
相
談
室

▼
相
談
内
容

相
続
、
遺
言
、
示
談

書
、
交
通
事
故
、
農
地
転
用
、
許
認

可
関
係
ほ
か
日
常
生
活
の
困
り
ご
と

▼
問
い
合
わ
せ

埼
玉
県
行
政
書
士

会
埼
北
支
部
（
行
田
地
区
）
小
野
田

宅

５
５
６
―
３
３
４
６

▼
日
時

２
月
18
日
（日）
午
前
９
時
〜

▼
会
場

行
田
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ

▼
対
象

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
方
　
▼
種
目
・
参
加
費

○
男
子

シ
ン
グ
ル
ス
（
１
部
・
２
部
）
一
般

６
０
０
円
、
高
校
生
３
０
０
円
　
○

男
子
ダ
ブ
ル
ス
　
一
般
８
０
０
円

（
一
組
）、
高
校
生
５
０
０
円
（
一
組
）

○
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
（
１
部
・
２
部
）

一
般
６
０
０
円
、
高
校
生
３
０
０
円

○
女
子
ダ
ブ
ル
ス
　
一
般
８
０
０
円

（
一
組
）、
高
校
生
５
０
０
円
（
一
組
）

○
男
・
女
シ
ニ
ア
の
部（
50
歳
以
上
）

６
０
０
円
　
○
中
学
生
の
部
　
男
子

シ
ン
グ
ル
ス
３
０
０
円
、
女
子
シ
ン

グ
ル
ス
３
０
０
円
　
※
一
般
男
女
は

１
人
２
種
目
ま
で
出
場
可
（
た
だ
し

男
子
２
部
と
シ
ニ
ア
の
重
複
は
不

可
）
※
連
盟
未
登
録
者
は
、
各
種
目

と
も
２
０
０
円
高
く
な
り
ま
す
　
▼

主
催

行
田
市
卓
球
連
盟
　
▼
申
し

込
み
・
問
い
合
わ
せ

１
月
31
日
（水）

午
後
７
時
ま
で
に
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

電
話
で
同
連
盟
事
務
局
田
島
直
也

（
小
針
２
５
８
５
）

５
５
９
―
３

７
８
９
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
５
５
９
―
０
７

１
４

▼
日
時

２
月
６
日
（火）
午
前
10
時
〜

11
時
30
分
（
受
付
午
前
９
時
30
分
〜
）

▼
場
所

総
合
福
祉
会
館
「
や
す
ら

ぎ
の
里
」
▼
対
象

市
内
在
住
の
乳

幼
児
を
持
つ
父
母
▼
会
費
１
０
０

円
　
▼
内
容

子
育
て
中
の
親
同
士

で
語
ら
う
（
託
児
つ
き
）
▼
定
員

30
人
　
▼
主
催

行
田
市
民
生
委
員

児
童
委
員
連
合
会
　
▼
後
援

行
田

市
、
行
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
　
▼

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

１
月
９

日
（火）
か
ら
行
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

へ

５
５
７
―
５
４
０
０

▼
日
時

２
月
４
日
（日）
午
前
10
時
開

場
　
午
前
10
時
15
分
開
演
　
▼
場
所

教
育
文
化
セ
ン
タ
ー
「
み
ら
い
」
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
室
お
よ
び
音
楽
室

▼
内
容

○
読
み
き
か
せ
な
ど
（
お

は
な
し
タ
ン
バ
リ
ン
）

○
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル「
ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル
」

（
行
田
お
や
こ
劇
場
）

○
「
さ
る

と
じ
ぞ
う
」「
は
だ
か
の
王
様
」（
人

形
劇
ぽ
っ
け
）
▼
参
加
無
料

▼
主

催

子
供
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委

員
会
　
▼
問
い
合
わ
せ

お
は
な
し

タ
ン
バ
リ
ン
井
上
宅

５
５
４
―
３

９
３
６
　
行
田
お
や
こ
劇
場
事
務
局

０
８
０
―
５
５
０
５
―
４
５
５
５

人
形
劇
ぽ
っ
け
安
東
宅

５
５
４
―

０
９
９
９

広告

カ
ラ
ー
ジ
ュ

人
権
コ
ン
サ
ー
ト

行
政
書
士
無
料
相
談
会

不
動
産
無
料
相
談

平
成
18
年
度
行
田
市
民

卓
球
大
会
冬
季
大
会

子
育
て
談
話
室

た
ん
ぽ
ぽ

第
13
回

こ
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
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▼
日
時

２
月
25
日
（日）
午
後
２
時
開

演
　
▼
場
所

両
国
国
技
館
　
▼
出

演

佐
藤
し
の
ぶ
（
独
唱
・
ソ
プ
ラ

ノ
）、
錦
織
健
（
テ
ノ
ー
ル
）
ほ
か

▼
管
弦
楽

新
日
本
フ
ィ
ル
ほ
か

▼
参
加
費

６
千
円
　
▼
主
催

国

技
館
す
み
だ
第
九
を
歌
う
会
、
墨
田

区
ほ
か
　
▼
問
い
合
わ
せ

ひ
と

つ
く
り
支
援
課

５
５
６
―
８
３

１
９日

ご
ろ
の
介
護
の
疲
れ
を
癒
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時

２
月
15
日
（木）
午
前
10
時
〜

午
後
２
時
　
▼
場
所

総
合
福
祉
会

館
「
や
す
ら
ぎ
の
里
」
第
一
研
修
室

▼
内
容
　

気
持
ち
も
体
も
す
っ
き

り
爽
快
〜
体
操
〜
　

こ
こ
ろ
と
体

を
ほ
ぐ
し
ま
し
ょ
う
〜
マ
ッ
サ
ー
ジ

〜
（
介
護
者
自
身
が
家
庭
で
で
き
る

セ
ル
フ
ケ
ア
（
手
入
れ
）
の
実
践
お

よ
び
紹
介
）

相
談
し
ま
し
ょ
う

〜
交
流
・
昼
食
会
〜
　
▼
対
象

在

宅
で
介
護
を
し
て
い
る
方
　
▼
定
員

15
人
程
度
（
先
着
順
）
▼
参
加
費

５
０
０
円
　
▼
申
し
込
み
・
問
い
合

わ
せ

１
月
30
日
（火）
午
前
９
時
か
ら

電
話
で
行
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
在

宅
福
祉
係

５
５
７
―
５
４
０
０

▼
日
時

１
月
26
日
（金）
、
２
月
２
日

（金）
・
９
日
（金）
、
３
月
２
日
（金）
・
９
日

（金）
・
14
日
（水）
（
全
６
回
）
午
後
１
時

〜
３
時
　
▼
場
所

総
合
福
祉
会
館

「
や
す
ら
ぎ
の
里
」
２
階
交
流
創
作

室
　
▼
対
象

機
能
訓
練
を
必
要
と

す
る
方
（
身
体
障
害
者
・
知
的
障
害

者
）
※
付
き
添
い
が
必
要
と
な
る
場

合
は
、
一
緒
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
定
員

12
人
（
先
着
順
）
▼
参
加

費
　
８
０
０
円
（
付
き
添
い
の
方
は

不
要
）
▼
そ
の
他

汚
れ
て
も
良
い

服
装
、
使
い
古
し
た
歯
ブ
ラ
シ
、
タ

オ
ル
、
エ
プ
ロ
ン
を
ご
用
意
く
だ
さ

い
。
▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

１
月
11
日
（木）
か
ら
電
話
で
行
田
市
社

会
福
祉
協
議
会
へ

５
５
７
―
５
４

０
０

障
害
者
陶
芸
教
室

広告

第
23
回
国
技
館

５
千
人
の
第
九
コ
ン
サ
ー
ト
参
加
者

皆さんからいただいた下水道使用料は、ポンプ場や下水道管などの施設維持
管理のために使われています。

下水道一口メモ
下水道使用料

介
護
者
教
室
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▼
日
時

２
月
４
日
（日）
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
　
▼
場
所

教
育
文
化
セ

ン
タ
ー
「
み
ら
い
」
第
２
学
習
室

▼
内
容

「
平
和
と
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ

ン
」

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
海
外
で

の
反
響
に
つ
い
て
も
語
っ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
▼
講
師

有
原
誠
治
さ
ん

（
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
演
出
家
）
▼
対

象

成
人
　
▼
参
加
無
料

▼
後
援

行
田
市
教
育
委
員
会
　
▼
問
い
合
わ

せ

行
田
親
と
子
の
よ
い
映
画
を
み

る
会

５
５
３
―
０
７
４
４

行田市産業・文化・ 
スポーツいきいき財団 

（財） 

産業文化会館 商工センター 古代蓮会館  グリーンアリーナ 

申し込み・問い合わせ 

http://www.ikiiki-zaidan.or.jp/index.html

広告

美
術
に
親
し
む
方
々
の
創
作
意
欲

と
観
賞
に
よ
る
豊
か
な
心
の
醸
成
を

図
る
た
め
、
公
募
行
田
市
美
術
展
を

開
催
し
ま
す
。

▼
日
時

２
月
９
日
（金）
〜
12
日
（月）
午

前
９
時
〜
午
後
５
時
（
た
だ
し
最
終

日
は
午
後
４
時
ま
で
）
▼
場
所

総

合
体
育
館
（
行
田
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー

ナ
）
▼
出
品
種
目

絵
画
（
彫
刻
を

含
む
）
・
工
芸
・
書
・
写
真
　
▼
主

催

行
田
市
美
術
家
協
会
、
行
田
市

教
育
委
員
会
、
（財）
行
田
市
産
業
･
文

化
･
ス
ポ
ー
ツ
い
き
い
き
財
団
　
▼

問
い
合
わ
せ

行
田
市
美
術
展
実
行

委
員
会
事
務
局

５
５
６
―
６
３
７

１
（
産
業
文
化
会
館
内
）

▼
日
時

２
月
３
日
（土）
午
後
１
時
30

分
開
演
　
▼
場
所

持
田
公
民
館
ホ

ー
ル
　
▼
出
演

池
本
和
憲
さ
ん
、

長
森
理
恵
さ
ん
、
井
上
真
由
美
さ
ん

▼
入
場
無
料

▼
問
い
合
わ
せ

同

館

５
５
３
―
１
４
１
５

第
９
回

公
募
行
田
市
美
術
展

▼
日
時

２
月
７
日
（水）
・
14
日

（水）
・
21
日
（水）
（
全
３
回
）
午
後
７

時
〜
８
時
30
分
　
▼
場
所

商
工

セ
ン
タ
ー
４
０
３
研
修
室
▼
テ
ー

マ

株
取
引
、
ち
ょ
っ
と
イ
イ
話

▼
定
員

30
人

▼
参
加
費

５
０

０
円
（
保
険
料
含
む
）
＊
２
月
７

日
に
お
支
払
い
く
だ
さ
い
　
▼
そ

の
他

受
講
の
際
は
、
電
卓
・
筆

記
用
具
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み

１
月
14
日
（日）
午
前

９
時
か
ら
商
工
セ
ン
タ
ー
２
階
窓

口
へ
（
電
話
受
け
付
け
は
午
前
10

時
〜
）

▼
日
時

２
月
17
日
（土）
午
前
10
時

〜
正
午
　
▼
場
所

行
田
グ
リ
ー

ン
ア
リ
ー
ナ
２
階
会
議
室
　
▼
内

容

疲
労
回
復
や
け
が
の
防
止
、

ウ
ォ
ー
ム
ア
ッ
プ
の
補
助
な
ど
に

効
果
的
な
ス
ポ
ー
ツ
マ
ッ
サ
ー
ジ

を
実
技
中
心
に
行
い
ま
す
。
▼

対
象

中
学
生
以
上
の
方
　
▼
定

員

20
人
（
先
着
順
）
▼
参
加
費

３
０
０
円
　
▼
申
し
込
み

１
月

13
日
（土）
午
前
９
時
か
ら
行
田
グ
リ

ー
ン
ア
リ
ー
ナ
窓
口
へ
※
電
話
予

約
可

▼
日
時

２
月
10
日
（土）
午
後
１
時

〜
４
時
　
▼
場
所

古
代
蓮
会
館

研
修
工
作
室
　
▼
内
容

最
近
注

目
さ
れ
て
い
る
フ
リ
ー
ズ
ド
ラ
イ

に
よ
る
色
鮮
や
か
な
ド
ラ
イ
フ
ラ

ワ
ー
に
つ
い
て
、
特
徴
や
使
用
方

法
を
学
び
な
が
ら
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ

ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
を
製
作
す
る
。

※
若
干
変
更
の
場
合
あ
り
　
▼
講

師

テ
ク
ノ
・
ホ
ル
テ
ィ
園
芸
専

門
学
校
教
員
　
▼
対
象

成
人

▼
定
員

30
人
（
先
着
順
）
▼
参

加
費

３
千
円
（
保
険
料
・
材
料

代
）
▼
申
し
込
み

１
月
20
日
（土）

午
前
９
時
か
ら
同
館
窓
口
へ

▼
日
時

３
月
17
日
（土）
〜
25
日
（日）

午
前
９
時
〜
午
後
９
時
（
最
終
日

は
午
後
４
時
ま
で
）
▼
場
所

商

工
セ
ン
タ
ー
パ
ブ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル

▼
入
場
無
料

▼
テ
ー
マ
「
ふ
る

さ
と
ぶ
ら
り
散
歩
」
お
よ
び
「
自

株
式
講
座
『
ザ
・
実
践
』

ス
ポ
ー
ツ
マ
ッ
サ
ー
ジ
講
座

行田市の人口と世帯　　　　人口８８,３３２人　　男４３,９９７人　　女４４,３３５人　　世帯数３１,８４６世帯
（平成１８年１２月１日現在） 11月中の異動　出生６６人　転入等１７１人　死亡７１人　転出等１９８人

持
田
公
民
館

新
春
コ
ン
サ
ー
ト

行
田
親
と
子
の

よ
い
映
画
を
み
る
会

フ
リ
ー
ズ
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー

ア
レ
ン
ジ
教
室

『
ふ
る
さ
と
写
真
館
・
春
』

み
ん
な
で
つ
く
る
み
ん
な
の
写
真
館
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▼
日
時

２
月
18
日
（日）
午
前
10
時

〜
午
後
５
時
　
▼
場
所

中
央
公

民
館
　
▼
内
容

外
国
人
に
対
す

る
日
本
語
の
指
導
方
法
を
修
得
す

る
。
▼
対
象

日
本
語
指
導
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
新
た
に
始
め
た
い
方
、

日
本
語
指
導
者
で
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

を
望
ん
で
い
る
方
　
▼
定
員

80

人
（
抽
選
）
▼
費
用
無
料

▼
そ

の
他

昼
食
は
各
自
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。
▼
申
し
込
み

２
月
５

日
（月）
（
必
着
）
ま
で
に
、
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、

往
復
は
が
き
で
県
国
際
交
流
協
会

へ
（
〒
３
３
０
―
０
０
７
４
　
さ

い
た
ま
市
浦
和
区
北
浦
和
５
―
６

―
５
）
▼
問
い
合
わ
せ

同
協
会

０
４
８
―
８
３
３
―
２
９
９
２

由
作
品
」
▼
サ
イ
ズ

４
ツ
切
り

（
ワ
イ
ド
も
可
）▼
種
類

カ
ラ
ー
、

モ
ノ
ク
ロ
と
も
に
可
（
デ
ジ
カ

メ
作
品
も
同
一
サ
イ
ズ
可
）
▼
出

品
数

１
人
２
点
ま
で
　
▼
出
品

無
料

▼
そ
の
他

初
心
者
も
大

歓
迎
で
す
。
出
品
要
項
を
商
工
セ

ン
タ
ー
に
て
配
布
し
て
い
ま
す
。

▼
申
し
込
み

３
月
９
日
（金）
〜
14

日
（水）
に
額
装
に
て
商
工
セ
ン
タ
ー

２
階
窓
口
へ

▼
日
時

毎
週
土
曜
日
　
午
前
９

時
〜
10
時
　
▼
場
所

行
田
グ
リ

ー
ン
ア
リ
ー
ナ
　
▼
内
容

ヒ
ッ

プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス
を
行
い
ま
す
。

▼
対
象

小
学
１
年
生
〜
４
年
生

▼
会
費

２
千
円
（
月
額
）
▼
申

し
込
み

行
田
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー

ナ
窓
口
に
て
随
時
受
け
付
け
中

（
現
在
活
動
中
の
た
め
定
員
40
人
に

な
り
次
第
締
め
切
り
）
※
電
話
予

約
可

広告

ジ
ュ
ニ
ア
ダ
ン
ス

ク
ラ
ブ
会
員

国民健康保険税・・・・・７期　　　
介護保険料・・・・・・・７期　　納期限・・・・・１月３１日（水）

今月の納税

日
本
語
指
導
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座



■市報ぎょうだに掲載されているあなたの写真を差し上げます。
問い合わせは、広報広聴課広報広聴担当（内線318）まで。
■市民の皆さんの市政に対するご意見をお待ちしています。

■市報をカセットテープに録音したものを希望者宅に届けています。
ご希望の方は、広報広聴課広報
広聴担当（内線318）までご連絡
ください。

環境にやさしい大豆油インキ
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れんこんのはさみ揚げ

栄養成分（1人分）
エネルギー233kcal たんぱく質6.9g 脂質4.5g
炭水化物16.7g 塩分1.5g

加須保健所管内行田分室地域活動栄養士会

…見通しがよい縁起物…

ぎょうだ 

キ
リ
シ
タ
ン
禁
制
と
宗
門
人
別
改
帳

154

作り方
れんこんは皮をむき、酢水にさらして水けをきっておく。
ボウルに豚ひき肉を入れ、Ａを加えてよく練りまぜる。
れんこん2枚を1組にして、あいだに を等分にはさむ。
に片栗粉を薄くまぶして、170度の油でゆっくり揚げる。
（ひき肉の中まで火をしっかり通す）
を皿に盛って、パセリとレモンを付け合わせ、Ｂを別の器に入れて添える。

材料（2人分）
れんこん…80g 豚ひき肉…60g 片栗粉…適量　揚げ油…適量　Ａ【長ネギ（み
じん切り）…大さじ2 しょうゆ…小さじ1 酒…小さじ1 塩・こしょう…少々】
Ｂ【しょうゆ…適量　練りがらし…少々】 つけあわせ（パセリ・レモン）…適量

江
戸
幕
府
は
キ
リ
ス
ト
教
を
禁
止
し
、
そ
の
門
徒

で
あ
る
キ
リ
シ
タ
ン
の
徹
底
し
た
摘
発
を
行
い
ま
し

た
。
そ
の
た
め
全
国
の
寺
院
に
対
し
て
、
キ
リ
シ
タ

ン
で
な
い
者
を
住
職
に
証
明
さ
せ
る
寺
請
制
度
を
創

設
し
ま
し
た
。
庶
民
は
い
ず
れ
か
の
寺
院
の
檀
家
と

な
り
、
家
族
ご
と
の
氏
名
や
年
齢
、
宗
旨
、
檀
那
寺

な
ど
を
記
し
た
宗
門
改
帳

し
ゅ
う
も
ん
あ
ら
た
め
ち
ょ
うが

作
成
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
年
貢
な
ど
を
負
担
す
る
領
民
の
実
態
を
把

握
す
る
た
め
、
人
口
調
査
に
あ
た
る
人
別
改

に
ん
べ
つ
あ
ら
た
めが

行
わ

れ
、
各
戸
の
家
族
構
成
や
牛
馬
の
数
な
ど
が
調
査
さ

れ
、
村
単
位
で
ま
と
め
ら
れ
て
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
、
幕
府
は
寛
文
５
年

（
１
６
６
５
）
に
諸
藩
に
対
し
て
も
宗
門
改
帳
の
作

成
を
命
じ
ま
し
た
。
同
11
年
か
ら
は
毎
年
作
成
す
る

こ
と
と
な
り
、
宗
門
人
別
帳
は
宗
教
統
制
の
う
え
に

領
民
の
実
態
を
把
握
す
る
役
割
を
も
つ
基
本
文
書
と

な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

忍
藩
領
の
各
村
で
も
宗
門
改
帳
が
作
成
さ
れ
ま
し

た
。
写
真
の
史
料
は
文
化
年
間
の
野
村
下
分
の
宗
門

改
帳
で
す
。
村
内
の
満
願
寺
と
正
覚
寺
の
檀
家
別
に

そ
れ
ぞ
れ
２
部
ず
つ
作
成
さ
れ
、
１
部
は
正
本
と
し

て
藩
に
提
出
さ
れ
、
１
部
が
控
え
と
し
て
名
主
の
元

に
残
り
ま
し
た
。
始
め
に
檀
那
寺
と
戸
主
の
名
前
・

年
齢
、
女
房
の
年
齢
が
記
さ
れ
、
続
い
て
戸
主
の
祖

父
・
父
の
名
が
記
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
亡
く
な
っ
て

い
る
場
合
が
多
い
た
め
没
後
何
年
経
過
し
て
い
る
か

が
書
か
れ
、
子
供
や
孫
の
名
前
と
年
齢
が
記
さ
れ
ま

す
。
巻
末
に
は
村
内
の
男
女
別
の
人
数
の
合
計
が
ま

と
め
ら
れ
、
キ
リ
シ
タ
ン
や
幕
府
が
禁
止
し
て
い
る

宗
派
の
者
は
一
人
も
な
く
、
も
し
不
審
者
が
出
た
ら

速
や
か
に
申
し
出
る
旨
の
誓
約
が
名
主
・
組
頭
な
ど

村
役
人
の
名
前
で
さ
れ
て
い
ま
す
。

宗
門
人
別
帳
に
記
載
さ
れ
る
こ
と
は
そ
の
村
の
住

民
で
あ
る
こ
と
の
証
で
す
か
ら
、
家
出
や
行
方
不
明

な
ど
の
消
息
が
つ
か
め
な
い
者
や
、
親
か
ら
勘
当
さ

れ
た
り
罪
を
犯
し
て
追
放
さ
れ
た
り
し
た
者
は
、
所

定
の
手
続
き
の
も
と
に
人
別
帳
か
ら
抹
消
さ
れ
ま
し

た
。
江
戸
時
代
の
後
半
に
な
る
と
こ
の
よ
う
な
無
宿

人
が
増
加
し
、
治
安
悪
化
な
ど
の
社
会
問
題
と
な
っ

て
い
き
ま
し
た
。

（
郷
土
博
物
館
　
鈴
木
紀
三
雄
）

忍領野村下分百姓宗旨御改帳

れんこんは、その独特の形から「見通しがきく」縁起のよい野菜として、お正月や
お祝いには欠かせません。切ると糸を引くのは滋養強壮作用があるといわれるムチン
という成分です。冬の健康管理のためにもおすすめです。切り口が空気にふれると
黒く変色します。切ったらすぐに酢水につけてアク抜きをすると、白く仕上がります。
酢の物・きんぴら・煮物にすることが多いですが、おせち料理にあきたときなどに、
こんな一品はいかがでしょうか。




